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BMW の世界へようこそ

BMW Motorrad をご購入いただ
き、 ありがとうございました。
世界中で多くの熱狂的なファンを
持つBMW Motorrad のライダー
の一員となられたことを、心から
歓迎いたします。 あらゆる交通
状況のなかで、 安全にライディ
ングを楽しんでいただくために
は、 購入された車両をよく理解
し、 親しんでいただくことが大
切です。

本書について
新しいBMW モーターサイクルを
使用される前に、 まず本書をお
読みください。 本書には、 BMW
モーターサイクルを操作し、あら
ゆる機能を充分に活かすための
情報が掲載されています。
また、ライダーの安全やモーター
サイクルの信頼性を確保し、愛車
の価値を末永く維持するための
整備と手入れに関する情報が掲
載されています。

修理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要な前提条件になり
ます。
将来、 もしご使用のBMW モー
ターサイクルを売却される場合
には、本書も一緒にお渡しくださ
いますようお願いいたします。
本書は、 本車両にとって重要な
構成部品のひとつです。

お問い合わせ
本車両について疑問に思われる
ことが生じたり、 アドバイス
が必要になられた場合には、
BMW Motorrad ディーラーのス
タッフにお気軽にお問い合わせ
ください。

BMW と共に、 安全で快適なライ
ディングをお楽しみください。

BMW Motorrad

01 40 8 404 928

*01408404928*
*01408404928*
*01408404928*
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全体図
本書は、 使いやすさを重視して
作成されています。 特殊な項目
についてお探しの際には、 索引
もご利用ください。 まず、 この
モーターサイクルについての概
要から知りたい場合は、 第 2 章
をご覧ください。 第 12 章には、
実施されたメインテナンスおよ
び修理作業がすべて記録されま
す。 保証期間が満了した後で修
理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要条件になります。
Rider's Manual は、モーターサイ
クルにとって重要な構成部品の
ひとつです。 将来、 もしご使用
の BMW モーターサイクルを売
却される場合には、 本書も一緒
にお渡しくださいますようお願
いいたします。

記号と意味
注意 リスクレベルの低い危
険にさらされます。 回避し

ないことにより、 軽度または中
程度の怪我や損傷に至るおそれ
があります。

警告 リスクレベルが中程
度の危険にさらされます。

回避しないことにより、 死亡ま
たは重傷を負ったり、 重度の損
傷に至るおそれがあります。

危険 リスクレベルの高い危
険にさらされます。 回避し

ないことにより、 死亡または重
傷を負ったり、 重度の損傷に至
ります。

重要事項 特別な注意事項お
よび予防処置。 回避を怠る

と車両や装備品の損傷を招き、
保証の対象外になる可能性があ
ります。

注意事項 モーターサイクル
の制御、 点検、 調整などの

手順に関する個々の情報と、お手

入れについての一般的な情報を
示します。

注意事項の末尾を示しま
す。

作業内容の指示を示しま
す。

作業の結果を示します。

説明のある参照ページを
示します。

アクセサリーや装備に関
する情報の末尾を示しま
す。

締付けトルク。

仕様（諸元）。
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OE オプション装備。
BMW Motorrad オプ
ション装備は、モーター
サイクルの製造時に工場
で装着されます。

OA アクセサリー。
BMW Motorrad アクセ
サリーのご購入および取
り付けにつきましては、
BMW Motorrad ディー
ラーにて承ります。

EWS 電子式イモビライザ
ー。

DWA 盗難警報装置

ABS アンチロックブレーキシ
ステム。

ASC オートマチックスタ
ビリティコントロール

（ASC）。

DTC ダイナミックトラクショ
ンコントロール（オプ
ション装備は走行モード
Pro との組み合わせでの
み）。

ESA Electronic Suspension
Adjustment（電子調整式
サスペンション）。

RDC タイヤ空気圧コントロー
ル

装備
お客様のBMW Motorrad のご購
入に際しましては、それぞれお選
びいただいたご希望の装備が装着
されたモデルとなっています。
本書では、 BMW がご用意してい
るオプション（OE） および選択
されたアクセサリー（OA） につ
いて説明されています。 そのた
め、 あなたのモーターサイクル
には装着されていない装備につ
いての説明が含まれている場合
がございますことをご了承くだ

さい。 同様に、 国別の仕様によ
り、図示されているモーターサイ
クルと異なる場合があります。
お客様のモーターサイクルに、
本書に説明されていない装備が
含まれている場合は、 独立した
マニュアルの中に説明が記載さ
れています。

テクニカルデータ
本書に掲載されている寸法、 重
量、性能に関する情報はすべて、
DIN（ドイツ工業規格） およびそ
の許容差規定に基づいて表記さ
れています。 国によって仕様が
異なる場合があります。

本書の記述について
BMW Motorrad の高い安全性お
よび品質は、 デザイン、 装備、
アクセサリーに関する絶え間な
い開発によって支えられていま
す。 そのため、 本書の記述が
実際のモーターサイクルとは異
なる場合があります。 また、
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BMW Motorrad はそのような誤
りを完全に排除することはでき
ません。 したがって、 記載内容
や図、 説明について責任を負い
かねる場合がありますことをご
理解くださいますようお願い申
し上げます。
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左側面
1 クラッチフルードリザー

バータンク ( 118)
2 フューエル注入口 ( 92)
3 シートロック ( 73)
4 リヤショックアブソーバー

の調整（スプリングスト
ラット下） ( 79)
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右側面
1 リヤスプリングプリロード

の調整 ( 78)
2 フロントブレーキフルード

リザーバータンク ( 116)
3 車両識別番号（ステアリン

グヘッド右）
型式プレート（ステアリン
グヘッド左）

4 クーラントレベル表
示 ( 118)
クーラントタンク ( 119)

5 タイヤ充填圧表
6 オイル注入口 ( 113)
7 エンジンオイルレベル表

示 ( 112)
8 サイドトリムパネルの後

方 ：
バッテリー ( 141)
バッテリープラスターミナ
ル ( 140)
診断コネクター ( 146)

9 リヤブレーキフルードリ
ザーバータンク ( 117)

10 電源ソケット ( 150)
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シート下
1 ヒューズ ( 145)
2 Rider's Manual
3 標準スペシャルツールキッ

ト ( 110)
4 積載荷重一覧
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左コンビネーションスイッ
チ
1 ハイビームヘッドライトと

パッシングライト ( 51)
2 クルーズコントロール装

備 OE

クルーズコントロー
ル ( 70)。

3 ハザードランプ ( 53)
4 ABS ( 64)

ASC ( 65)
ダイナミックトラクショ
ンコントロール（DTC）
装備 OE

DTC ( 65)
5 Dynamic ESA OE装備

Dynamic ESA 調整 ( 66)
6 LED 補助ヘッドライ

ト OA

LED 補助ヘッドライ
ト ( 52).

7 ウインカー ( 53)
8 ホーン
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9 マルチファンクションディ
スプレイ ( 55)

10 ナビゲーションシステム
用取付けキット装備 OE

ナビゲーションシステムを
操作する ( 158)
Multi-Controller
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右コンビネーションスイッ
チ
1 グリップヒーター装備 OE

グリップヒーターの操
作 ( 73)。

2 走行モード ( 68)
3 イグニッションキルスイッ

チ ( 50)
4 スターターボタン

エン ジ ン を 始 動 す
る ( 85)。
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メーターパネル
1 スピードメーター
2 フォトダイオード（メー

ターパネルライトの輝度調
整用）

盗難警報装置（DWA）
装備 OE

DWA LED
Keyless Ride OE 装備

無線キー用インジケーター
3 インジケーター／警告

灯 ( 20)
4 マルチファンクションディ

スプレイ
3 種類のディスプレイ表示
間で切り替えることができ
ます ：
Full 表示 ( 22)
Sport 表示 ( 23)
Touring 表示 ( 24)
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インジケーター／警告灯
1 ジェネラル警告灯（ディス

プレイ内の警告マークとの
組み合わせによる）( 25)

2 ニュートラル位置（アイド
リング）

3 LED 補助ヘッドライ
ト OA

LED 補助ヘッドライ
ト ( 52).

4 ハイビームヘッドライ
ト ( 51)

5 ASC ( 65)
ダイナミックトラクショ
ンコントロール（DTC）
装備 OE

DTC ( 65)
6 右側ウインカー
7 ABS ( 64)
8 フューエルリザーブ容

量 ( 39)
9 クルーズコントロール装

備 OE

クルーズコントロー
ル ( 70)。

3
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10 左側ウインカー
3
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マルチファンクションディ
スプレイ（Full 表示）
1 時計 ( 58)
2 エンジン回転数表示
3 トリップメーター距離

オンボードコンピューター
表示 ( 55)

4 ESA 調整 ( 66)
5 回 転 域 レ ッ ド ゾ ー

ン ( 41)
6 フューエルレベル
7 路面凍結警告 ( 40)
8 走行モード ( 68)
9 タイヤ空気圧コントロール

オンボードコンピューター
表示 ( 55)

10 グリップヒーターレベ
ル ( 73)

11 ギヤインジケーター、
ニュートラル位置で「N」

（アイドリング） が表示さ
れます。
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マルチファンクションディ
スプレイ（Sport 表示）
1 時計 ( 58)
2 エンジン回転数バー表示
3 回 転 域 レ ッ ド ゾ ー

ン ( 41)
4 エンジン回転数
5 フューエルレベル
6 グリップヒーターレベ

ル ( 73)
7 路面凍結警告 ( 40)
8 走行モード ( 68)
9 オンボードコンピューター

表示 ( 55)
10 ギヤインジケーター、

ニュートラル位置で「N」
（アイドリング） が表示さ
れます。
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マルチファンクションディ
スプレイ（Touring 表示）
1 時計 ( 58)
2 スピードメーター
3 フューエルレベル
4 路面凍結警告 ( 40)
5 走行モード ( 68)
6 オンボードコンピューター

表示 ( 55)
7 グリップヒーターレベ

ル ( 73)
8 ギヤインジケーター、

ニュートラル位置で「N」
（アイドリング） が表示さ
れます。
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警告表示
表示
警告は対応する警告灯により表
示されます。

専用の警告灯のない警告は、ジェ
ネラル警告灯 1 と 3 個以内の警
告マークと共に、 ポジション 2
に右から左へ表示されます。
これらは優先順位に従った配置
で表示されます。 最も優先順位
が高いのは右側です。 警告の緊
急性に応じて、 ジェネラル警告
灯が赤または黄に点灯します。

複数の警告がある場合には、最も
優先順位の高い 3 個の警告が表
示されます。 以降のページに警
告表示の一覧があります。
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警告表示一覧
インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

が表示される 路面凍結警告 ( 30)

点灯する（黄） が表示される EWS ON ( 30)

点灯する（黄） が表示される 無線キーが受信範囲外 ( 30)

点灯する（黄） が表示される 無 線 キ ー の バ ッ テ リ ー を 交 換 す
る ( 31)

点滅する（赤） が表示される クーラント温度が高すぎる ( 31)

が表示される エンジンがまだ作動温度に達していな
い ( 31)

点灯する（黄） が表示される エンジンがエマージェンシーモードに
なっている ( 32)

点滅する（黄） が表示される エンジンコントロールの重度の不具
合 ( 32)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

が表示される エン ジ ン オ イ ル レ ベ ル が 低 す ぎ
る ( 33)

点灯する（黄） が表示される ライトの故障 ( 33)

点灯する（黄） が表示される フロントライトの故障 ( 33)

点灯する（黄） が表示される リヤライトの故障 ( 34)

が表示される 回路電圧が低い ( 34)

点灯する（黄） が表示される 車両電装システム電圧が限界値 ( 34)

点灯する（赤） が表示される バッテリー充電電圧が不十分 ( 35)

が表示される DWA バッテリーが弱い ( 35)

点灯する（黄） が表示される DWA バッテリーが空になってい
る ( 36)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

短時間点灯する
（黄）

が表示される サービス期限が切れている ( 36)

点滅する ABS 自己診断が終了していない ( 36)

点灯する ABS 故障 ( 36)

点灯する ABS が OFF になっている ( 37)

素早く点滅する ASC/DTC の介入 ( 37)

ゆっくりと点滅す
る

ASC/DTC 自己診断が終了していな
い ( 37)

点灯する ASC/DTC が OFF になっている ( 37)

点灯する ASC/DTC の故障 ( 37)

点灯する（黄） が表示される ESA 故障 ( 38)
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インジケーター／警告灯 ディスプレイテキスト 意味

シフト表示が点滅
します。

ギアが学習されていない ( 38)

点灯する 燃 料 が リ ザ ー ブ 容 量 に 達 し て い
る ( 38)
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路面凍結警告
が表示されます。

考えられる原因:

モーターサイクル付近で
測定された外気温度 <

約 3 °C

警告

3 °C 以上でも路面が凍結するお
それあり
事故の危険

外気温度が低い場合、橋の上や
陰になった暗い路面は凍結して
いるおそれがあることを考慮し
てください。

よく注意して走行してくださ
い。

EWS ON
点灯します（黄）。

が表示されます。

考えられる原因:
使用されたキーに始動する権限
がないか、 キーとエンジンマネ
ジメントシステム間の交信が妨
げられています。

イグニッションキー付近にある
他のキーを外します。
エマージェンシーキーを使用し
てください。
故 障 し た キ ー は 、
BMW Motorrad ディーラーで
交換してください。

無線キーが受信範囲外
Keyless Ride OE 装備

点灯します（黄）。

が表示されます。

考えられる原因:
無線キーとエンジンエレクトロ
ニクス間の通信が妨害されてい
ます。

無線キーのバッテリーを点検し
ます。
無線キーのバッテリー交
換( 49)。
継続走行にはスペアキーを使用
してください。
無線キーの紛失( 48)。
走行中に警告マークが表示され
てもご安心ください。 走行を
継続することは可能で、エンジ
ンはオフにされません。
故障した無線キーの交換
をBMW Motorrad パートナー
に依頼してください。
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無線キーのバッテリーを交換
する

Keyless Ride OE 装備

点灯します（黄）。

が表示されます。

考えられる原因:
無線キーバッテリーの容量が十
分ではありません。 無線キー
の機能は、ごく限られた時間内
のみ保証されています。
無線キーのバッテリー交
換( 49)。

クーラント温度が高すぎる
点滅します（赤）。

が表示されます。

重要事項

オーバーヒートしているエンジ
ンでの走行
エンジンの損傷

必ず下記の処置を順守してくだ
さい。

考えられる原因:
クーラントレベルが低すぎま
す。

クーラントレベルを点検す
る( 118)。

クーラントレベルが低すぎる場
合 ：

専門の整備工場にクーラン
トレベルまでの補充と冷却
システムの点検を依頼してく
ださい。 最も信頼できるの
はBMW Motorrad パートナー
です。

考えられる原因:
クーラント温度が高すぎます。

可能であれば、エンジンを冷ま
すためにパーシャルロード域で
走行してください。
クーラント温度が頻繁に高くな
りすぎる場合には、できるかぎ
り早くBMW Motorrad ディー
ラーに故障の修理を依頼してく
ださい。

エンジンがまだ作動温度に達
していない

Touring 表示にのみ表示さ
れます。

考えられる原因:
エンジンが作動温度に達してい
ません。
エンジン温度が低すぎる場合 ：

エンジンを停車状態で暖機させ
るのではなく、適切なエンジン
回転数および速度で発進させま
す。
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冷間エンジンは、適切なエンジ
ン回転数および速度の場合に、
最速で作動温度に達します。

作動温度に到達後、約 10 秒
間、エンジンのマークがOK

と共に表示されます。

エンジンのマークが再びフェー
ドアウトします。

エンジンがエマージェンシー
モードになっている

点灯します（黄）。

が表示されます。

警告

エンジンのエマージェンシーモー
ド時の通常と異なる走行特性
事故の危険

走行スタイルを適合させます ：
急激な加速や追い越しは避けて
ください。

考えられる原因:
エンジンコントロールユニット
に故障が発生しています。 最悪
の場合、 エンジンが停止し、
その後始動できなくなります。
その他の場合には、 エンジンは
エマージェンシーモードで作動
します。

走行を続けることは可能です
が、通常どおりのエンジン性能
は発揮できない可能性がありま
す。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

エンジンコントロールの重度
の不具合

点滅します（黄）。

が表示されます。

警告

エマージェンシーモード時のエ
ンジンの損傷
事故の危険

走行スタイルを状況に合わせま
す ：低速で走行し、 急激な加
速や追い越しは避けてくださ
い。
できれば車両を引き取りにきて
もらい、 専門の整備工場また
はBMW Motorrad ディーラー
に修理を依頼してください。

考えられる原因:
エンジンマネジメントシステムが
重度の不具合につながるおそれ
が不具合を検出しました。 エン
ジンはエマージェンシーモード
にあります。

走行を続行することは可能です
が、 推奨されません。
高負荷高回転数域での走行
は、できるかぎり避けてくださ
い。
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で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

エンジンオイルレベルが低す
ぎる

が表示されます。

考えられる原因:
電子式オイルレベルセンサーが
エンジンオイルレベルが低すぎ
ることを検知しました。 次の燃
料補給時に ：

エンジンオイルレベルを点検す
る( 112)。

オイルレベルが低すぎる場合 ：
エンジンオイルを補充す
る( 113)。

オイルレベルが正常な場合 ：
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

ライトの故障
点灯します（黄）。

が表示されます。

警告

車両の照明手段の機能停止によ
り、 車両が通行中に気付かれず
に見過ごされる
安全に関わる危険

故障したバルブはできるかぎ
り早急に交換します。 できれ
ば、常に適切な予備バルブを携
行してください。

考えられる原因:
複数のライトの故障が発生して
います。

ロービーム／ハイビーム用バル
ブを交換する( 128)。
ポジションライト／パーキ
ングライト用バルブを交換す
る( 133)。

フロント／リヤのウインカー用
バルブを交換する( 136)。
LED ウインカーを交換す
る( 140)。
LED テールライトを交換す
る( 140)。

フロントライトの故障
点灯します（黄）。

が表示されます。

警告

車両の照明手段の機能停止によ
り、 車両が通行中に気付かれず
に見過ごされる
安全に関わる危険

故障したバルブはできるかぎ
り早急に交換します。 できれ
ば、常に適切な予備バルブを携
行してください。
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考えられる原因:
ロービーム、 ハイビーム、 ポジ
ションライト／パーキングライ
ト、 補助ヘッドライト、 デイラ
イトまたはフロントウインカー
の故障。
故障したバルブを交換する必要
があります。

ロービーム／ハイビーム用バル
ブを交換する( 128)。
ポジションライト／パーキ
ングライト用バルブを交換す
る( 133)。
フロント／リヤのウインカー用
バルブを交換する( 136)。
LED ウインカーを交換す
る( 140)。
LED 補助ヘッドライトを交換
する( 140)。

リヤライトの故障
点灯します（黄）。

が表示されます。

警告

車両の照明手段の機能停止によ
り、 車両が通行中に気付かれず
に見過ごされる
安全に関わる危険

故障したバルブはできるかぎ
り早急に交換します。 できれ
ば、常に適切な予備バルブを携
行してください。

考えられる原因:
テールライトまたはリヤウイン
カーが故障しています。
テールライトまたはリヤウイ
ンカーを交換する必要がありま
す。

LED テールライトを交換す
る( 140)。
フロント／リヤのウインカー用
バルブを交換する( 136)。
LED ウインカーを交換す
る( 140)。

回路電圧が低い
が表示されます。
すべての電力消費機器に電

源供給し、 バッテリーに充電す
るには、 オルタネーター出力が
足りません。

考えられる原因:
ON になっている電力消費機器が
多すぎます。 特に低回転域およ
びアイドリング状態で車両電装
システム電圧が低下します。

低回転域での走行時には、走行
安全性に関係のないすべての
電力消費機器を OFF にします

（グリップヒーターや補助ヘッ
ドライトなど）。

車両電装システム電圧が限界
値

点灯します（黄）。

が表示されます。
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すべての電力消費機器に電源供
給し、 バッテリーに充電するに
は、オルタネーター出力が足りな
くなっています。 始動性および
走行性を確保するため、 車両電
装が、 電源ソケットおよび補助
ヘッドライトを OFF にします。
極端なケースでは、 シートヒー
ターおよびグリップヒーターも
OFF になります。
考えられる原因:
ON になっている電力消費機器が
多すぎます。 特に低回転域およ
びアイドリング状態で車両電装
システム電圧が低下します。

低回転域での走行時には、走行
安全性に関係のないすべての
電力消費機器を OFF にします

（グリップヒーターや補助ヘッ
ドライトなど）。

バッテリー充電電圧が不十分
点灯します（赤）。

が表示されます。

警告

バッテリーの放電による、 ライ
ト、 エンジン、 ABS などのさま
ざまな車両システムの機能停止
事故の危険

走行を続けないでください。

バッテリーが充電されていませ
ん。 走行を続けると、 車両の電
子機器がバッテリーを放電しま
す。
考えられる原因:
オルタネーターまたはオルタネー
タードライブが故障、 またはオ
ルタネーターレギュレーター（電
圧調整器） 用ヒューズが溶断し
ています。

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

DWA バッテリーが弱い
盗難警報装置（DWA） 装備 OE

が表示されます。

注意事項

このエラーメッセージは、 短時
間、 Pre-Ride-Check（走行前点
検） の直後にのみ表示されま
す。

考えられる原因:
DWA バッテリーがフル充電にな
らない。 車両バッテリーを外し
ている場合、 DWA の機能が保証
されるのは、 ごく限られた時間
内のみです。

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。
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DWA バッテリーが空になっ
ている

盗難警報装置（DWA） 装備 OE

点灯します（黄）。

が表示されます。

注意事項

このエラーメッセージは、 短時
間、 Pre-Ride-Check（走行前点
検） の直後にのみ表示されま
す。

考えられる原因:
DWA バッテリーの容量がまった
くなくなっている。 バッテリー
を外している場合、 DWA の機能
は保証されなくなります。

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

サービス期限が切れている
が表示されます。

Pre-Ride-Check（走行前点
検） の後に短時間点灯しま

す（黄）。

考えられる原因:
必要なサービスがまだ行われて
いません。

専 門 の 整 備 工 場 ま た
はBMW Motorrad ディーラー
に、できるかぎり早くサービス
の実施を依頼してください。

ABS 自己診断が終了してい
ない

点滅します。

考えられる原因:

ABS 自己診断が終了して
いません

ABS は、 自己診断が終了し
なかったため、 使用できませ
ん。 (ホイール回転数センサー
を点検するには、 モーターサ
イクルが最低速度に達する必
要があります ：5 km/h)
ゆっくりと発進します。 自己
診断が終了するまでABS 機能
が使用できないことに注意して
ください。

ABS 故障
点灯します。

考えられる原因:
ABS コントロールユニットが故
障を検知しました。 ABS 機能は
使用できません。

走行を続行することは可能で
す。 ABS エラーメッセージに
つながりかねない特別な状況に
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関するその他の情報に注意して
ください ( 99)。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ABS が OFF になっている
点灯します。

考えられる原因:
ABS システムは、 ライダーに
よって OFF にされました。

ABS 機能を ON にします。

ASC/DTC の介入
素早く点滅します。
ASC/DTC がリヤホイール

の不安定な状態を検知し、トルク
を制限します。 警告灯は、 ASC/
DTC の介入よりも長く点滅し続
けます。 これにより、 厳しい走
行状態の後でも、 ライダーは制
御が正常に行われた旨のフィー

ドバック表示を目にすることが
できます。

ASC/DTC 自己診断が終了し
ていない

ゆっくりと点滅します。

考えられる原因:

ASC/DTC 自己診断が終
了していません

ASC/DTC は、 自己診断が終
了しなかったため、 使用でき
ません。 (ホイール回転数セ
ンサーを点検するには、 モー
ターサイクルが最低速度に達
する必要があります ：5 km/h)
ゆっくりと発進します。 数
m 走行後、 ASC/DTC インジ
ケーターおよび警告灯は消灯し
なければなりません。

ASC/DTC インジケーターおよび
警告灯が点滅し続ける場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

ASC/DTC が OFF になって
いる

点灯します。

考えられる原因:
ASC/DTC 機能は、 ライダーに
よって OFF にされました。

ASC/DTC を ON に す
る( 66)。

ASC/DTC の故障
点灯します。

考えられる原因:
ASC/DTC コントロールユニッ
トが故障を検知しました。 ASC/
DTC 機能は使用できません。

走行を続行することは可能で
す。 ASC/DTC 機能が使用で
きないことに注意してくださ
い。 故障を引き起こしうる状
況についての、詳細な情報をご
確認ください ( 101)。
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で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ESA 故障
Dynamic ESA OE装備

点灯します（黄）。

が表示されます。

考えられる原因:
ESA コントロールユニットが故
障を検知しました。 モーターサ
イクルはこの状態では減衰力が
非常に強くなり、 路面状態が悪
い所では特に走りが不快になり
ます。

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ギアが学習されていない
シフトアシストPro OE装備

シフト表示が点滅します。
シフトアシストPro は機能

しません。

考えられる原因:
シフトアシストPro OE装備

トランスミッションセンサーが
学習されていません。

アイドリングを学習させるため
には、ニュートラル位置N に挿
入し、停車した状態でエンジン
を少なくとも 10 秒間作動させ
ます。
クラッチ操作によりすべてのギ
アを切替え、 それぞれのギア
で少なくとも 10 秒間走行しま
す。
トランスミッションセンサーが
学習を完了すると、シフト表示
は点滅しなくなります。
トランスミッションセンサーが
完全に学習すると、 ( 106)
に説明されているようにシフト
アシスト Pro が機能します。

学習プロセスに失敗する場
合には、 専門の整備工場に
修理を依頼してください。
BMW Motorrad パートナーが
最も信頼できます。

燃料がリザーブ容量に達して
いる

点灯します。

警告

燃料不足による不規則なエンジ
ン回転またはエンジン停止
触媒コンバーターの損傷、 事故
を起こす危険

フューエルタンクを空にしない
でください。

考えられる原因:
フューエルタンクには、 リザー
ブ用フューエルがまだ最大容量
入っています。
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フューエルリザーブ容量

約 4 l
給油手順( 92)。

サービス表示

サービスの実施までの期間が
1 カ月以内になると、サービス時
期 1 が表示されます。

サービスの実施までの距離が
1000 km（米国仕様 700 mls）
になると、 残りの走行距離 2 が
表示され、 100 km（米国仕様
100 mls） 単位で減少していき

ます。 表示は、 Pre-Ride-Check
（走行前点検） に引き続いて短時
間行われます。

サービス時期を過ぎた場合
には、 期日または走行距離

に関する指示を示すため、 さら
にジェネラル警告灯が黄色く点
灯します。 サービス表示はずっ
と表示され続けます。

注意事項

サービス期日まで 1ヶ月以上ある
のにサービス表示が表示されてい
る場合、メーターパネルに設定さ
れている日付を調整する必要が
あります。 この症状は、 バッテ
リーが長時間外されたままのと
きに発生することがあります。
日 付 の 調 整 に 関 し て は 、
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

フューエルリザーブ容量
燃料残量警告灯の点灯時に燃料
タンク内に残っている燃料の量
は、 走行ダイナミクスに左右さ
れます。 タンク内の燃料が激し
く動くほど（傾きの頻繁な変化、
頻繁な減速および加速による）、
リザーブ容量の測定は困難になり
ます。 この理由から燃料残量を
正確に示すことはできません。

燃料残量警告灯を ON にす
ると、 自動的に走行可能距

離が表示されます。
このリザーブ容量で走行できる距
離は、 運転スタイル（燃費） と警
告灯の点灯時点でまだ使用可能
な燃料の量に左右されます（前の
説明を参照）。
給油後に燃料の量がリザーブ容
量より多くなると、 燃料残量用
の距離計はリセットされます。
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オイルレベル注意

オイルレベル注意 2 では、 エン
ジンオイルレベルに関する情報が
提供されます。 停車していると
きのみ、 呼び出しができます。

オイルレベル注意には、 以下の
条件が満たされている必要があ
ります。

エンジンが作動温度に達してい
ること
エンジンが少なくとも 10 秒間
アイドリングしていること
サイドスタンドが格納されてい
ること

モーターサイクルが平坦な地面
に垂直に立っていること

表示の意味 ：
OK：オイルレベルは正常です。
CHECK：次回の燃料補給時に
オイルレベルを点検してくださ
い。
---：オイルレベルを測定できま
せん（前述の条件が満たされてい
ません）。

オイルレベルを点検する必
要がある場合は、 オイルレ

ベルが正常だと検知されるまで、
アイコン 1 が表示されます。

外気温度
停車している時には、 エンジン
放射熱により外気温度の測定に
誤差が生じる場合があります。
エンジン放射熱の影響が著しい
場合には、 一時的に「--」 が表示
されます。

外気温度が限界域を下回ると、
氷結が発生する前に警告が表示
されます。 この温度を最初に下
回った時点で、 ディスプレイ設
定の状態にかかわらず自動的に
温度表示 1 に切り替わり、 表示
された値が点滅します。

外気温度に関する限界域

約 3 °C

さらに氷結アイコン 2 が表
示されます。
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警告

3 °C 以上でも路面が凍結するお
それあり
事故の危険

外気温度が低い場合、橋の上や
陰になった暗い路面は凍結して
いるおそれがあることを考慮し
てください。

シフトアップ推奨

シフトアップ推奨 1 はシフト
アップに経済的に最良の時点で
信号伝達します。

回転域レッドゾーン
回転数表示のレッドゾーンは、
エンジン温度に応じて変化しま
す。

エンジンが冷たい状態
回転域レッドゾーン 1

エンジン作動温度にまだ
達していません。

>4000 min-1

エンジンが暖まっている状態
回転域レッドゾーン 2

エンジン作動温度に達し
ています。

>8500 min-1

3
41

表
示



3
42

表
示



取扱方法

イグニッション . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44

Keyless Ride によるイグニッショ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 46

イグニッションキルスイッチ. . . . . . . 50

ライト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 51

ハザードランプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53

ウインカー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53

マルチファンクションディスプレ
イ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 54

盗難警報装置（DWA） . . . . . . . . . . . . . . 61

アンチロックブレーキシステム
（ABS） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64

オートマチックスタビリティコント
ロール（ASC） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 65

電子調整式サスペンション（ESA）
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66

走行モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68

クルーズコントロール. . . . . . . . . . . . . . 70

グリップヒーター . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

フロントおよびリヤシート . . . . . . . . . 73

4
43

取
扱
方
法



イグニッション
キー
イグニッションキーは 2 本あり
ます。
キーを紛失した場合には、電子式
イモビライザー（EWS） ( 45)
に関する注意事項に従ってくだ
さい。
イグニッションスイッチ／ステ
アリングロック、 タンクキャッ
プ、シートロックは、1 本の同じ
キーで操作できます。

ご要望により、ケースおよびトッ
プケースも車両キーで操作するよ
うにできます。 この件につきま
しては、 BMW Motorrad ディー
ラーにお問い合わせください。

ステアリングロックをロック
する

ハンドルを左に回します。

ハンドルバーを少し動かしなが
ら、 キーをポジション 1 に回
します。
イグニッション、ライトとすべ
ての電気回路が OFF になりま
す。
ステアリングロックがロックさ
れています。
キーを抜き取ることができま
す。

イグニッションを ON にする

車両キーをイグニッションロッ
クに差し込み、 ポジション 1
に回します。
スモールライトおよびすべての
電気回路が ON になります。
LED 補助ヘッドライト OA 装備
LED 補助ヘッドライトは
ON の状態です。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。 ( 85)
ABS 自己診断が実施されま
す。 ( 86)
ASC/DTC 自己診断が実施され
ます。 ( 87)
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イグニッションスイッチを
OFF にする

車両キーをポジション 1 に回
します。
イグニッションのスイッチをオ
フにすると、メーターパネルは
もう少しの間 ON のままで、
場合により故障メッセージを表
示します。
ステアリングロックが解除され
ます。
追加装備機器は限られた時間内
で使用できます。
電源ソケットからバッテリーの
充電ができます。

キーを抜き取ることができま
す。

LED 補助ヘッドライト OA 装備
イグニッションを OFF にした
後、 短時間で LED 補助ヘッド
ライトが消灯します。

電子式イモビライザー
（EWS）

モーターサイクルの電子制御シ
ステムは、イグニッションロック
のリングアンテナを介して、車両
キーに内蔵されているデータを
確認します。 このキーが「権限あ
り」 と認識されて初めて、 エン
ジンマネジメントシステムがエ
ンジンの始動を許可します。

注意事項

その他の車両キー（スペアキーな
ど）が始動用イグニッションキー
と一緒に取り付けられていると、
エレクトロニクスの機能に支障
が生じ、 エンジンの始動が許可
されない場合があります。 マル

チファンクションディスプレイ
に警告がキーマークで表示され
ます。
スペアキーは必ず車両キーと別
に保管してください。

車両キーを紛失した場合は、
BMW Motorrad ディーラーでこ
のキーを停止させることができ
ます。
そのためには必ず、モーターサイ
クルに付属している他のすべて
のキーもお持ちください。 使用
停止となったキーでエンジンを
始動させることはできなくなり
ます。 しかし、 使用停止となっ
たキーを再度登録し直すことは
可能です。
非常用および追加のスペアキー
は、 BMW Motorrad ディーラー
からのみ入手できます。 キーは
セイフティシステムの一部です
ので、 ディーラーではお渡しす
る方の身元を確認させていただ
きます。
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Keyless Ride によるイグ
ニッション

Keyless Ride OE 装備

キー

注意事項

無線キーをサーチしている間は、
無線キー用インジケーターが点
滅します。
無線キーまたはスペアキーが検
知されると、 消灯します。
無線キーまたはスペアキーが検
知されない場合には、 短時間点
灯します。

お客様にお渡しするのは、 無線
キー 1 本ならびにスペアキー
1 本です。 キーを紛失した場合
には、 電子式イモビライザー

（EWS） ( 48) に関する注意事
項に従ってください。
イグニッション、 タンクキャッ
プ、 盗難警報装置は、 無線キー
を使用して制御します。 シート

ロック、 トップケース、 ケース
は手動で操作することができま
す。

注意事項

無線キーが手に届く範囲にない
と（ケース内またはトップケース
内など）、 車両を始動することは
できません。
無線キーがない状態が続くと、
バッテリーを保護するため、
イグニッションが約 1.5 分後に
OFF になります。
無線キーを身に着けておく（ジャ
ケットのポケットなど）か、また
はスペアキーを携行することを
お勧めします。

Keyless Ride の走行可能
距離無線キー

Keyless Ride OE 装備

約 1 m

ステアリングロックをロック
する
前提条件
ハンドルバーを左方向へ回しま
す。 無線キーは受信範囲内で
す。

ボタン 1 を押し続けます。
ステアリングロックが音をたて
てロックします。
イグニッション、ライトとすべ
ての電気回路が OFF になりま
す。
ステアリングロックをロック解
除するには、 ボタン 1 を短押
しします。
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イグニッションを ON にする
前提条件
無線キーは受信範囲内です。

イグニッションは、以下の2 つ
の方法でオンにすることができ
ます。

バリエーション 1：
ボタン 1 を短押しします。
スモールライトおよびすべての
電気回路が ON になります。
LED 補助ヘッドライト OA 装備
LED 補助ヘッドライトは
ON の状態です。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。 ( 85)

ABS 自己診断が実施されま
す。 ( 86)
ASC/DTC 自己診断が実施され
ます。 ( 87)

バリエーション 2：
ステアリングロックがロックさ
れます。 ボタン 1 を押し続け
ます。
ステアリングロックがロック解
除されます。
ポジション／パーキングライト
とすべての電気回路が ON にな
ります。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。 ( 85)
ABS 自己診断が実施されま
す。 ( 86)
ASC/DTC 自己診断が実施され
ます。 ( 87)

イグニッションスイッチを
OFF にする
前提条件
無線キーは受信範囲内です。

イグニッションは、以下の2 つ
の方法でオフにすることができ
ます。

バリエーション 1：
ボタン 1 を短押しします。
ライトが OFF になります。
ステアリングロックが解除され
ます。
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バリエーション 2：
ハンドルを左に回します。
ボタン 1 を押し続けます。
ライトが OFF になります。
ステアリングロックがロックさ
れます。

電子式エンジン始動ロックシ
ステムEWS
モーターサイクルの電子制御シ
ステムは、 リングアンテナを介
して、無線キーに蓄積されている
データを確認します。 無線キー
が「権限あり」 と認識されてはじ
めて、 エンジンコントロールユ
ニットが、 エンジン始動を許可
します。

注意事項

その他の車両キー（スペアキーな
ど）が始動用無線キーと一緒に取
り付けられていると、 エレクト
ロニクスの機能に支障が生じ、
エンジンの始動が許可されない
場合があります。 マルチファン

クションディスプレイに警告が
キーマークで表示されます。
その他の車両キー（スペアキーな
ど） は必ず無線キーと別に保管
してください。

無線キーを紛失したときなどに
は、 BMW Motorrad ディーラー
でそのキーの使用を停止するこ
とができます。 そのためには、
必ず、 モーターサイクルに付属
している他のすべてのキーもお
持ちください。
使用停止となった無線キーでエ
ンジンを始動させることはでき
なくなります。 しかし、 使用停
止となった無線キーを再度登録
し直すことは可能です。
非常用および追加のスペアキー
は、BMW Motorrad ディーラーか
らのみ入手できます。 無線キー
はセイフティシステムの一部で
すので、 ディーラーではお渡し
する方の身元を確認させていた
だきます。

無線キーの紛失

注意事項

キーを紛失した場合は、 電子式
イモビライザー（EWS） に関する
注意事項に従ってください。
走行中に無線キーを紛失した場合
には、スペアキーを使用して車両
を始動させることができます。

スペアキー 1 を、 スペアキー
がアンテナ 2 の上に位置決め
されるように、フロントシート
とリヤシート間のすき間に差し
込みます。
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エンジン始動をその間に
行わなければならない時

間。 その後、 再度ロック解除
を行う必要があります。

30 s
Pre-Ride-Check が実行されま
す。
スペアキーが検知されまし
た。
エンジンを始動することができ
ます。
スペアキーを外すことができま
す。
エンジンを始動する( 85)。

無線キーのバッテリーが空に
なっている

リヤシートを取り外す( 73)。

無線キー 1 をポジション 2 の
上に置きます。

エンジン始動をその間に
行わなければならない時

間。 その後、 再度ロック解除
を行う必要があります。

30 s
イグニッションを ON にしま
す。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。

無線キーが検知されました。
エンジンを始動することができ
ます。
無線キーを外すことができま
す。
エンジンを始動する( 85)。
リ ヤ シ ー ト を 取 り 付 け
る( 74)。

無線キーのバッテリー交換
無線キーが短押しまたは長押し
しても反応しません ：

無線キーバッテリーの容量が十
分ではありません。
バッテリーを交換します。

が表示されます。
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ボタン 2 を押します。
切込み付きキーを開きます。
バッテリーカバー 1 を押し上
げます。

バッテリー 3 を取り外しま
す。

バッテリータイプ

Keyless Ride 用無線キー

CR 2032
使用済みバッテリーは法規定に
従って破棄しなければならず、
家庭ごみと共に破棄してはなり
ません。

重要事項

不適切なバッテリー、 または入
れ方が正しくないバッテリー
コンポーネントの損傷

規定のバッテリーを使用してく
ださい。
バッテリーを組み込む際に、
極性が正しいか確認してくださ
い。

新しいバッテリー 3 をプラス
極を上にして差し込みます。
バッテリーカバー 2 を取り付
けます。

ボタン 1 を押して、 切込み付
きキーを閉じます。
リモートコントロールは再び待
機状態になっています。

イグニッションキルスイッ
チ

1 イグニッションキルスイッ
チ
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警告

走行中のイグニッションキルス
イッチの操作
リヤホイールのロックによる転
倒の危険

走行中はイグニッションキルス
イッチを操作しないでくださ
い。

イグニッションキルスイッチに
より、 エンジンをすばやく簡単
に停止することができます。

A エンジン停止
B 通常の操作ポジション

ライト
ロービームおよびポジション
ライト／パーキングライト
イグニッションを ON にする
と、 パーキングライトは自動的
に ON になります。

注意事項

ポジション／パーキングライト
はバッテリーを消耗させます。
必要な場合にのみ、イグニッショ
ンを ON にしてください。

エンジンの始動後、 ロービーム
は自動的に ON になります。

ハイビームヘッドライトと
パッシングライト

イグニッションを ON にす
る( 44)。

スイッチ 1 を前方へ押し、 ハ
イビームヘッドライトを ON に
します。
スイッチ 1 を後方へ引き、
パッシングライトを操作しま
す。
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フォローミーホームライト
イグニッションを OFF にしま
す。

イグニッションをオフにした
直後、 スイッチ 1 を後方へ引
き、ホームライトが点灯するま
で引いたまま維持します。
車両照明は 1 分間点灯し、自動
的に再び消灯します。
これは、車両を停止した後など
に玄関までの道を照らすことが
できます。

パーキングライト
イグニッションスイッチを
OFF にする( 45)。

イグニッションを OFF にし
た直後、 パーキングライトが
ON になるまで、 ボタン 1 を
左方向へ押した状態で保ちま
す。
パーキングライトを OFF に
するため、 イグニッションを
ON にしてから再び OFF にし
ます。

LED 補助ヘッドライト
LED 補助ヘッドライト OA 装備

前提条件
デイライトは OFF の状態です。
ロービームは ON の状態です。

注意事項

補助ヘッドライトはフォグライ
トとして使用することができ、
悪天候の場合にのみ、 設定する
ことが認められています。 それ
ぞれの国における道路交通規則
を必ず遵守してください。

エンジンを始動する( 85)。
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ボタン 1 を押し、 LED 補助
ヘッドライトを ON にしま
す。

補助ヘッドライトの表示灯
が点灯します。

ボタン 1 を再度押し、 LED 補
助ヘッドライトを OFF にしま
す。

ハザードランプ
ハザードランプを操作する

イグニッションを ON にす
る( 44)。

注意事項

ハザードランプはバッテリーを
消耗させます。 ハザードランプ
は必要な場合にだけ使用するよ
うにしてください。

注意事項

ハザードランプ機能を ON にし
た状態で片方のウインカースイッ
チを押すと、 押している間はウ
インカー機能はハザードランプ
機能に代わります。 ウインカー
スイッチを押すのをやめると、
再びハザードランプ機能が作動
します。

ハザードランプを ON にするに
は、 ボタン 1 を押します。
イグニッションを OFF にする
ことができます。
ハザードランプを OFF にする
には、イグニッションを ON に
し、 ボタン 1 を再度押しま
す。

ウインカー
ウインカーを操作する

イグニッションを ON にす
る( 44)。
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左側ウインカーを ON にするに
は、 ボタン 1 を左方向へ押し
ます。
右側ウインカーを ON にするに
は、 ボタン 1 を右方向へ押し
ます。
ウインカーを OFF にするに
は、 ボタン 1 を中間の位置に
押します。

注意事項

ウインカーは、 一定の走行時
間および走行距離に達すると
自動的に OFF になります。
指定の走行時間および走行距離

はBMW Motorrad ディーラーで
調整することができます。

マルチファンクションディ
スプレイ
メニューガイドにおけるサ
ポート

ディスプレイ内の矢印の表示の
意味は、 以下のとおりです ：

矢印 1 および 3：各ボタンを
押し続けます。
矢印 2：各ボタンを短押ししま
す。

個別のディスプレイ表示を設
定する

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を繰り返し短押し
し、 下側ディスプレイ行 2
にSTYLE を表示させます。
ボタン 1 を押し続けることに
より、 Display 表示を変更させ
ます。 数字の意味は下記のと
おりです ：
0： Full 表示
1： Sport 表示
2： Touring 表示
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2 のエリア内では、 選択され
たDisplay 表示が表示されま
す。

オンボードコンピューター内
の表示を選択する

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を短押しし、 上側
ディスプレイ行 2 の表示を選
択します。

標準装備では以下の値が表示さ
れ、 ボタン操作により選択する
ことができます ：

トリップメーター 1 (TRIP 1)

トリップメーター 2 (TRIP 2)
走行可能距離（RANGE）
総走行距離 (ODO)
SETUP メニュー (SETUP)、
停車時のみ

ボードコンピューターPro OE 装
備

以下のインフォメーションはオ
ンボードコンピューター Pro と
補足として表示されます ：

自 動 ト リ ッ プ メ ー タ ー
（TRIP A）
瞬間燃料消費量（CONS.）

ボタン 1 を短押しし、 下側
ディスプレイ行 2 の表示を選
択します。

標準装備では以下の値が表示さ
れ、 ボタン操作により選択する
ことができます ：

外気温度 (TEMP.)
エンジン温度 (ENG. T.)
走行可能距離（RANGE）
平均燃費 1（CONS 1）
平均燃費 2（CONS 2）
平均速度（SPEED）

日付（DATE）
オイルレベル注意（OIL LVL）
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ボードコンピューターPro OE 装
備
ボードエレクトリック電源電圧
(VOLTG.)
ボードコンピューターPro OE 装
備
ストップウォッチの合計時間
(T. TOT.)
ボードコンピューターPro OE 装
備
ストップウォッチの走行時間
(T. RIDE)

トリップメーターをリセット
する

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を繰り返し短押し
し、リセットするトリップメー
ターを上側ディスプレイ行 2
に表示させます。
表示されている値がリセットさ
れるまで、 ボタン 1 を押し続
けます。

ボードコンピューターPro OE 装
備
自 動 ト リ ッ プ メ ー タ ー
(TRIP A) はイグニッションオフ
から 6 時間後に自動でリセッ
トされます。

平均値をリセットする
イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を繰り返し短押し
し、リセットする平均値を下側
ディスプレイ行 2 に表示させ
ます。
表示されている値がリセットさ
れるまで、 ボタン 1 を押し続
けます。

4
56

取
扱
方
法



オンボードコンピューターを
調整する
前提条件
車両を立てます。

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を繰り返し短押し
し、 上側ディスプレイ行 2
にSETUP ENTER を表示させ
ます。
ボタン 1 を押し続けることに
より、 SETUP メニューを開始
します。

ディスプレイの以下の表示は選
択した装備に応じて異なりま
す。

次のメニュー項目に切り替える
には、 ボタン 1 をその都度、
短押しします。
上側ディスプレイ欄 2 にメ
ニューオプションが表示されま
す。
下側ディスプレイ行 3 に設定
した値が表示されます。
設定した値を変更するには、
ボタン 4 を短押しします。

以下のメニューオプションを選
択することができます ：

盗難警報装置（DWA） 装備 OE

Auto. Alarm：盗難警報装置を
ON にする（ON）または OFF に
する（OFF）
ナビゲーションシステム用取付
けキット装備 OE

GPS Time：ナビゲーションシ
ステムが取り付けられている場
合 ：GPS 時間およびGPS 日付
を引き継ぐ (ON）または引き継
がない（OFF）
走行モードPro OE装備
User Mode：ユーザー専用の走
行モード設定。
Clock：時計の調整
Date：日付の設定
Shift Indicator：シフトアップ推
奨をディスプレイに表示する
(ON) または表示しない (OFF)
Brightn.：ディスプレイ輝度を
設定する、 ノーマル (0) からブ
ライト (5)
Clock Format：時刻表示用
フォーマットの調整
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Date Format：日付表示用
フォーマットの調整
ボードコンピューターPro OE 装
備
BC：BC Pro とBC Basic の切
替
RESET!：すべての設定をリ
セットする。
EXITSETUP メニューを終了す
る

SETUP メニューを終了するに
は、 メニュー項目EXIT 3 でボ
タン 2 を短押しします。
SETUP メニューを任意の位置
でキャンセルするには、 ボタ
ン 1 を押し続けます。

時計を調整する
イグニッションを ON にす
る( 44)。

警告

走行中の時計の調整
事故の危険

時計の調整は、必ずモーターサ
イクルを停止させた状態で行っ
てください。

SETUP メニューでメニューオ
プションCLOCK を選択しま
す。

ボタン 2 を押し続けることに
より、 下側ディスプレイ行 3
に時間を点滅させます。

注意事項

クロックディスプレイの代わりに
「––:––」 が表示されると、 メー
ターパネルの電源供給が中断さ
れています ( 例えば、バッテリー
の接続が外れたことによる)。

点滅している値をボタン 1 で
上昇させ、 ボタン 2 で下降さ
せます。
ボタン 2 を押し続けることに
より、 下側ディスプレイ行 3
に分を点滅させます。
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点滅している値をボタン 1 で
上昇させ、 ボタン 2 で下降さ
せます。
分が点滅しなくなるまで、ボタ
ン 2 を押し続けます。
設定は終了しています。
調整を任意の位置で中止するに
は、 初期値が再度表示される
まで、 ボタン 1 を押し続けま
す。

注意事項

設定を終える前にスタートする
と、 設定は中止されます。

日付設定
イグニッションを ON にす
る( 44)。
SETUP メニューでメニューオ
プションDATE を選択しま
す。

ボタン 2 を押し続けることに
より、 下側ディスプレイ行 3
の日付を点滅させます。

注意事項

日付の代わりに 「––.––.––」 が表
示されると、 メーターパネルの
電源供給が中断されています ( 例
えば、 バッテリーの接続が外れ
たことによる)。

点滅している値をボタン 1 で
上昇させ、 ボタン 2 で下降さ
せます。
ボタン 2 を押し続けることに
より、 下側ディスプレイ行 3
の月を点滅させます。

点滅している値をボタン 1 で
上昇させ、 ボタン 2 で下降さ
せます。
ボタン 2 を押し続けることに
より、 下側ディスプレイ行 3
の年を点滅させます。
点滅している値をボタン 1 で
上昇させ、 ボタン 2 で下降さ
せます。
年が点滅しなくなるまで、ボタ
ン 2 を押し続けます。
設定は終了しています。
調整を任意の位置で中止するに
は、 初期値が再度表示される
まで、 ボタン 1 を押し続けま
す。

注意事項

設定を終える前にスタートする
と、 設定は中止されます。

ディスプレイのカスタマイズ
ボードコンピューターPro OE 装
備
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イグニッションを ON にす
る( 44)。

SETUP メニューでボタン 1 で
メニュー項目BC 2 を選択しま
す。

ボタン 1 を短押しして、
BC Pro 2（パーソナライズメ
ニュー） に切り替えます。
どの情報がどのディスプレイ欄
に表示されるべきか、カスタマ
イズメニューで設定することが
できます。

ボタン 1 を押したままにし
て、最初のメニュー項目を表示
させます。
ODOが表示されます。
次のメニュー項目に切り替える
には、 ボタン 2 をその都度、
短押しします。
上側ディスプレイ欄 3 にメ
ニューオプションが表示されま
す。
下側ディスプレイ行 4 に設定
した値が表示されます。 以下
の値を調整することができま
す。
TOP：値が上部のディスプレイ
欄に表示されます。
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BOTTOM：値が下側ディスプ
レイ行に表示されます。
BOTH：値が上下ディスプレイ
欄に表示されます。
OFF：値は表示されません。
設定した値を変更するには、
ボタン 1 を短押しします。

以下のメニューオプションを選
択することができます。 括弧の
中には初期設定が書かれていま
す。 メニューオプションの中に
は、 オプション装備品がある場
合のみ表示されるものもありま
す。

ODO：オドメーター（TOP、設
定OFF は不可）
TRIP 1：トリップメーター
1（TOP）
TRIP 2：トリップメーター
2（TOP）
TRIP A：自動トリップメーター

（TOP）
TEMP.：外気温度 (BOTTOM)
ENG.T.：エ ン ジ ン 温 度
(BOTTOM)

RANGE：走行可能距離（TOP）
CONS. 1：平 均 燃 費
1（BOTTOM）
CONS. 2：平 均 燃 費
2（BOTTOM）
CONS.：瞬間燃料消費量（TOP）
SPEED：平均速度（BOTTOM）
RDC：タ イ ヤ 充 填 圧

（BOTTOM）
VOLTG.：ボードエレクトリッ
ク電源電圧 (BOTTOM)
T. TOT.：ストップウォッチの
合計時間 (BOTTOM)
T. RIDE：ストップウォッチの
走行時間 (BOTTOM)
DATE：日付（BOTTOM）
SRV. 1：次回サービスの日付
(OFF)
SRV. 2：次回サービスまでの残
余走行距離（OFF）
OIL LVL：オイルレベル注意

（BOTTOM）
EXIT：個別化メニューを終了す
る。

パーソナライズメニューを終了
するには、メニュー項目EXIT 3
でボタン 2 を短押しします。
パーソナライズメニューを任意
の箇所で終了するには、 ボタ
ン 1 を押したままにします。
ここまで実行された設定はすべ
て保存されます。

盗難警報装置（DWA）
盗難警報装置（DWA） 装備 OE
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アラーム信号
DWA アラームの発報は、 以下に
よっても引き起こされることが
あります ：

モーションセンサー
不正な車両キーによりイグニッ
ションを ON にする。
DWA の車両バッテリーからの
取り外し（DWA バッテリーが
電源供給。 アラーム音のみ、
ウインカーの点灯なし）。

DWA バッテリーが放電している
場合、 車両バッテリーからの取
り外し時のアラームの発報が行
われなくなる以外は、 全機能が
保持されたままになります。

アラームの作動時間

26 s (発報中は、 アラーム音
が鳴り、 ウインカーが点滅
します。 アラーム音の種類
はBMW Motorrad ディーラー
で調整することができます。)

ライダー不在時にアラームが発
報していた場合には、 イグニッ
ションを ON にした時にアラー
ム音が 1 回鳴ってそれを知らせ
ます。 引き続き、DWA LED がア
ラームの原因について 1 分間、
信号を発信します。

DWA LED のライト信号 ：
1 回点滅 ：モーションセンサー
1
2 回点滅 ：モーションセンサー
2
3 回点滅 ：不正なキーを使用し
て、 イグニッションが ON に
された

4 回点滅 ：車両バッテリーか
らDWA が取り外されている
5 回点滅 ：モーションセンサー
3

DWA 調整するチョウセイス
ル

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を繰り返し短押し
し、 上側ディスプレイ行 2
にENTER を表示させます。
ボタン 1 を押し続けることに
より、 SETUP メニューを開始
します。
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ボタン 1 を短押しし、メニュー
項目Auto. Alarm を選択しま
す。
上側ディスプレイ欄 2 に、
Auto. Alarm と表示されます。
下側ディスプレイ行 3 に、
設定した値ON/OFF が表示され
ます。
設定した値を変更するため、
ボタン 4 を短押しします。

以下の設定が可能です ：
ON：DWA は ON の状態、また
はイグニッション OFF の後に
自動的に ON になります。
OFF：DWA は OFF の状態で
す。

DWA を ON にする
イグニッションを ON にす
る( 44)。
DWA 調整するチョウセイス
ル( 62)。
イグニッションを OFF にしま
す。
DWA が ON の場合には、 イグ
ニッション OFF の後にDWA は
自動的に ON になります。
作動状態にするには約 30 秒か
かります。
Keyless Ride OE 装備

ボタン 1 を短押しします。
ウインカーが 2 回点灯しま
す。

操作音が 2 回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWA は ON の状態です。

DWA 作動解除するサドウカ
イジョスル

イグニッションを ON にしま
す。
Keyless Ride OE 装備

ボタン 1 を短押しします。
ウインカーが 1 回点灯しま
す。
操作音が 1 回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWA は OFF の状態です。
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アンチロックブレーキシ
ステム（ABS）
ABS OFF にする OFF ニス
ル

注意事項

BMW Motorrad Integral ABS 装
備ブレーキシステムに関する詳細
な情報については、「技術情報」
の章をご覧ください。

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ABS インジケーターおよび警
告灯の表示が変化するまで、

ボタン 1 を押したままにしま
す。

注意事項

ABS 機能は走行中も OFF にする
ことができます。

次に、 ASC/DTC アイコンの表
示が変化します。 ABS インジ
ケーターおよび警告灯が反応す
るまで、 ボタン 1 を押したま
まにします。 この場合、 ASC/
DTC の設定は変わりません。

点灯します。

ボタン 1 を 2 秒以内に放しま
す。

引き続き点灯します。

ABS は OFF の状態で、 イン
テグラル機能は ON のままで
す。

ABS ON にする ON ニスル

ABS インジケーターおよび警
告灯の表示が変化するまで、
ボタン 1 を押したままにしま
す。

注意事項

ABS 機能は走行中も ON にする
ことができます。

消灯します。 自己診断が
終了していない場合には、

インジケーターおよび警告灯が
点滅し始めます。

ボタン 1 を 2 秒以内に放しま
す。
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消灯したままか、 点滅を続
けます。

ABS は ON の状態です。
代わりに、 イグニッションを
OFF にしてから再び ON にす
ることでも可能です。

ABS 故障

イグニッションを OFF /
ON にして、 さらに最低速度
以上で走行した後にもABS イ
ンジケーターおよび警告灯が
点灯し続ける場合は、 ABS が
故障しています。 (最低速度 ：
5 km/h)

オートマチックスタビリ
ティコントロール（ASC）
ASC/DTC を OFF にする

注意事項

ASC/DTC に関する詳しい情報に
ついては、「技術情報」 の章を参
照してください。

イグニッションを ON にす
る( 44)。

ASC/DTC インジケーターおよ
び警告灯の表示が変化するま
で、 ボタン 1 を押したままに
します。

注意事項

ASC/DTC 機 能 は 走 行 中 も
OFF にすることができます。

点灯します。

ボタン 1 を 2 秒以内に放しま
す。

引き続き点灯します。

ASC/DTC は OFF の状態で
す。
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ASC/DTC を ON にする

ASC/DTC インジケーターおよ
び警告灯の表示が変化するま
で、 ボタン 1 を押したままに
します。

注意事項

ASC/DTC 機能は走行中も ON に
することができます。

消灯します。 自己診断が
終了していない場合には、

インジケーターおよび警告灯が
点滅し始めます。

ボタン 1 を 2 秒以内に放しま
す。

消灯したままか、 点滅を続
けます。

ASC/DTC は ON の状態です。
代わりに、 イグニッションを
OFF にしてから再び ON にす
ることでも可能です。

ASC/DTC の故障

イグニッションを OFF /
ON にして、 さらに最低速度
以上で走行した後にもASC/
DTC インジケーターおよび
警告灯が点灯し続ける場合
は、ASC/DTC が故障していま
す。 (最低速度 ：5 km/h)

電子調整式サスペンショ
ン（ESA）

Dynamic ESA OE装備

Dynamic ESA 調整
電 子 調 整 式 サ ス ペ ン シ ョ
ンDynamic ESA を使用して、
モーターサイクルを積載条件や
道路状況に快適に適合させるこ
とができます。
Dynamic ESA は車高レベルセン
サーを介してフレームの動きを
検知し、それに反応してショック
アブソーバーバルブを調整しま
す。 これにより、 サスペンショ
ンは路面状況に適合するように
調整されます。
基本設定（ROAD） からダンピ
ングをよりハード（DYNAMIC）
に調整することができます。
Dynamic ESA はエンジンが作動
して車両が停止している状態で、
定期的に自動でキャリブレーショ
ンを行い、 システムの正常な機
能を確保します。

フレームを調整する
イグニッションを ON にす
る( 44)。
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スプリングプリロードはマルチ
ファンクションディスプレイの
エリア 1 に表示され、 ダンピン
グはエリア 2 に表示されます。

ショックアブソーバーを設定す
るには ：

希望の設定が表示されるまで、
ボタン 1 を繰り返し短押しし
ます。

注意事項

ダンピングの調整は、 走行中も
できます。

以下の設定が可能です ：
ROAD：快適なダンピング
DYNAMIC：スポーティなダン
ピング

スプリングプリロードを設定す
るには ：

エンジンを始動する( 85)。
希望の設定が表示されるまで、
ボタン 1 をそれぞれ押し続け
ます。

注意事項

走行中は、スプリングプリロード
を調整することはできません。

以下の設定が可能です ：
1 名乗車時

1 名乗車＋荷物積載時

2 名乗車（＋荷物積載） 時

走行を続行する前に、調整作業
が終了するのを待ちます。
ボタン 1 をしばらく操作しな
いでおくと、そのとき表示され
ていたショックアブソーバー
およびスプリングプリロード
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が設定されます。 設定中は、
ESA 表示が点滅します。
温度が低い場合には、スプリン
グプリロードを高くする前に、
モーターサイクルの負荷を軽
減してください。 必要に応じ
て、パッセンジャーに降りても
らってください。

走行モード
走行モードの使用

注意事項

選択可能な走行モードの詳細な情
報については、「技術情報」 の章
をご覧ください。

BMW Motorrad は、 お客様がご
自身の状況に合わせて選択でき
るように、 モーターサイクルに
3 種類のシナリオを開発しまし
た ：

雨でぬれた路面でのライディン
グ。

乾いた路面でのライディン
グ。

走行モードPro OE装備
乾いた路面でのスポーティなラ
イディング。

これらの 3 つのシナリオには、
それぞれに最適なエンジントル
ク、 スロットルレスポンス、
ASC/DTC 制御の組み合わせが用
意されています。

走行モードを設定する
イグニッションを ON にす
る( 44)。

ボタン 1 を押します。

ポジション 2 に現在の設定が表
示されます。 各ボタン操作によ
り、 可能な走行モードのうちの
1 つのポジション 1 が表示され
ます。
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希望する走行モードが表示され
るまで、 ボタン 1 を繰り返し
押します。

以下の走行モードから選択する
ことができます ：

RAIN：雨で濡れた路面での走
行。
ROAD：乾いた路面での走行。

走行モードPro OE装備
さらに、以下の走行モードを選
択することができます ：
DYNAMIC：乾いた路面でのダ
イナミックな走行。
USER：ユーザー専用の走行
モード設定。

走行モードを選択します。
停車している場合には、 選択
した走行モードは約 2 秒後に
ON になります。
走行中に新しい走行モードを
ON にすることができるのは、
スロットルグリップがアイドル
位置にあり、かつブレーキが操
作されない場合のみです。
設定した走行モードは、それに
対応して適合されたエンジン特
性とASC/DTC も含めて、 イグ
ニッションを OFF にした後も
維持されます。

走行モードを個別化する
走行モードPro OE装備

走行モードUSER を選択しま
す。

ボタン 1 を、 上側ディスプレ
イ行 2 にSETUP ENTER が表
示されるまで、繰り返し短押し
します。
ボタン 1 を押し続けることに
より、 SETUP メニューを開始
します。
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ボタン 1 を繰り返し短押し
し、 2 のエリアにUser Mode
ENTER を表示させます。
ボタン 3 を押し続けることに
より、 User モードを調整しま
す。

ボタン 1 を短時間操作し、
次のメニューオプションに切り
替えます。
上側ディスプレイ行 2 では、
以下のメニュー項目から選択す
ることができます。
ENGINE
DTC
ボタン 4 を繰り返し短押し
し、希望する値を下側ディスプ
レイ行 3 に表示させます。
ボタン 1 を、 User EXIT が表
示されるまで、繰り返し短押し
します。

ボタン 4 を押し続けることに
より、 User メニューを終了し
ます。

クルーズコントロール
クルーズコントロール装備 OE

クルーズコントロールを
ON にする

スイッチ 1 を右方向へずらし
ます。
ボタン 2 の操作がロック解除
されています。
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車速をセットする

ボタン 1 を前方向へ短時間押
します。

クルーズコントロールの
調整範囲

20...210 km/h
クルーズコントロールイン
ジケーターが点灯します。

その時の車速を維持し、記憶し
ます。

加速する

ボタン 1 を前方向へ短時間押
します。
操作ごとに速度が約 2 km⁄h づ
つ加速します。
ボタン 1 を前方へ押したまま
保ちます。
車速が無段階に加速します。
ボタン 1 がそれ以上操作され
ないと、到達した車速が維持さ
れ、 保存されます。

減速する

ボタン 1 を後方へ短時間押し
ます。
操作ごとに速度が約 2 km⁄h づ
つ減速します。
ボタン 1 を後方へ押したまま
保ちます。
車速が無段階に減速します。
ボタン 1 がそれ以上操作され
ないと、到達した車速が維持さ
れ、 保存されます。

クルーズコントロールを
OFF にする

ブレーキ、 クラッチまたはス
ロットルグリップ（スロットル
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を基本位置よりさらに戻し、
完全に閉じる） を操作し、 ク
ルーズコントロールを作動解除
します。

注意事項

ギヤシフトアシストPro を使用し
てギヤシフトを行う場合には、
安全上の理由から、 クルーズコ
ントロールは自動的に OFF にな
ります。

注意事項

ASC およびDTC の介入時には、
安全上の理由から、 クルーズコ
ントロールは自動的に OFF にな
ります。

クルーズコントロールインジ
ケーターが消灯します。

前回の速度を再設定する

ボタン 1 を短時間後方へ押
し、再び、メモリーされている
車速にします。

注意事項

スロットルを操作することでは、
クルーズコントロールは作動解
除されません。 たとえ登録速度
以下に減速するつもりでも、 ス
ロットルグリップから手を放し
た後、 速度は登録速度までしか
下がりません。

クルーズコントロールイン
ジケーターが点灯します。

クルーズコントロールを
OFF にする

スイッチ 1 を左方向へずらし
ます。
システムが OFF になります。
ボタン 2 が機能していませ
ん。

グリップヒーター
グリップヒーター装備 OE
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グリップヒーターの操作

注意事項

グリップヒーターは、 エンジン
作動時にのみ作動させることが
できます。

注意事項

低回転域では、グリップヒーター
によって電力消費が増すことに
よりバッテリーの放電に至るこ
とがあります。 バッテリーの充
電が十分でない場合、始動性能を
保持するために、 グリップヒー
ターが OFF になります。

エンジンを始動する( 85)。

ボタン 1 を繰り返し押すこと
により、ご希望のヒーターレベ
ル 2 を表示させます。

グリップを 2 段階で暖めること
ができます。

ヒーター出力、 第 1 レベ
ル 50 ％ヒーター出力

ヒーター出力、 第 2 レベ
ル 100 ％ヒーター出力

2 段階目ではグリップを急速に
温めることができます。 その
後、 1 段階目に切り替えてくだ
さい。

それ以上変更が行われないと、
選択した暖房レベルが設定され
ます。
グリップヒーターを OFF にす
るには、ボタン 1 を、グリップ
ヒーターのアイコン 2 がディ
スプレイに表示されなくなるま
で押します。

フロントおよびリヤシート
リヤシートを取り外す

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
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リヤシート 2 の前部を支えな
がら押し下げます。 その際、
シートロック 1 を車両キーを
使用して左へ回して保持してお
きます。
リヤシート 2 の前部を持ち上
げ、 車両キーから手を放しま
す。
リヤシート 2 を取り外し、シー
トのカバー側を下にして、平坦
で清潔な場所に置きます。

リヤシートを取り付ける

最初に、 リヤシート 1 の後
部をサポートの中にずらしま
す。
リヤシート 1 前部を力を込め
て押し下げます。
リヤシートが音をたててかみ合
います。

フロントシートを取り外す
リヤシートを取り外す( 73)。

フロントシートはロック解除さ
れています。

フロントシート後部を取り外
し、シートのカバー側を下にし

て、平坦で清潔な場所に置きま
す。

フロントシートを取り付ける
リヤシートを取り外す( 73)。

フロントシートをフロント側サ
ポート 1 にストップ位置まで
押し込んでから、後部をのせま
す。
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ミラー
ミラーを調整する

ミラーを回してご希望の位置に
調整します。

ミラーアームを調整する

ミラーアーム接続部にかぶせて
ある保護キャップ 1 を上へず
らします。
ナット 2 を外します。
ミラーアームをご希望の位置に
回します。
ミラーアームを保持しながら、
ナットを締付けトルクで締め付
けます。

ミラー（ロックナット）
とアダプター

22 Nm (左ねじ)
保護キャップ 1 をボルトの上
へずらします。

ヘッドライト
光軸およびスプリングプリ
ロード
通常、 積載条件に応じてスプリ
ングプリロードを調整すること
により、 光軸は常に一定になり
ます。
ただし、 負荷が非常に高い場合
には、 スプリングプリロードを
適切に調整することができませ
ん。 その場合は、 光軸を重量に
応じて調整してください。

注意事項

光軸が正しく調整されている
か疑わしい場合には、 できれ
ばBMW Motorrad、もしくは専門
の整備工場に調整状態を確認す
るよう依頼してください。

5
76

調
整



光軸を調整する

負荷が非常に高い場合には、対向
車の目をくらませないように、
スプリングプリロードを適切に
調整することができません ：

ボルト 1 をツールキットを使
用して緩めます。

注意事項

モーターサイクルをセンタース
タンドやサイドスタンドで立て
ないでください。

ヘッドライトを下げるため、
ヘッドライトをやや下方向へ旋
回させるように動かします（積
載負荷に応じて）。

モーターサイクルを再度、 積載
を少なくして走行する場合 ：

ヘッドライトの基本調整を
専門の整備工場に、 できれ
ば、BMW Motorrad パートナー
に依頼してください。
ボルト 1 をツールキットを使
用して締め付けます。

クラッチ
クラッチレバーを調整する

警告

走行中のクラッチレバーの調整
事故の危険

クラッチレバーの調整は、必ず
モーターサイクルを停止させた
状態で行ってください。

アジャストホイール 1 をご希
望の位置に回します。

注意事項

その際、 クラッチレバーを前へ
押すとアジャストホイールを簡
単に回すことができます。

4 種類の設定が可能です ：
ポジション 1：ハンドルグリッ
プとクラッチレバー間の距離は
最小
ポジション 4：ハンドルグリッ
プとクラッチレバー間の距離は
最大
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ブレーキ
ブレーキレバーを調整する

警告

走行中のブレーキレバーの調整
事故の危険

ブレーキレバーの調整は、必ず
モーターサイクルを停止させた
状態で行ってください。

アジャストホイール 1 をご希
望の位置に回します。

注意事項

その際、 ブレーキレバーを前へ
押すとアジャストホイールを簡
単に回すことができます。

4 種類の設定が可能です ：
ポジション 1：ハンドルグリッ
プとブレーキレバー間の距離は
最小
ポジション 4：ハンドルグリッ
プとブレーキレバー間の距離は
最大

スプリングプリロード
Dynamic ESA OE非装備

調整
リヤホイールのスプリングプリ
ロードを、モーターサイクルの積
載荷重に合わせて調整してくだ
さい。 積載荷重が重くなれば、
スプリングプリロードを高く調整
し、重量が軽くなれば、それに合
わせてスプリングプリロードも
低く調整する必要があります。

スプリングプリロードを調整
する（リヤホイール）

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。

警告

スプリングプリロードとスプリ
ングストラットダンピングの調
整が適合していない。
走行特性の低下。

スプリングストラットダンピン
グをスプリングプリロードに合
わせて調整します。
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警告

走行中のスプリングプリロード
の調整。
事故の危険

スプリングプリロードの調整
は、必ずモーターサイクルを停
止させた状態で行ってくださ
い。

スプリングプリロードを低く
するには、 アジャストノブ 1
をLOW の矢印の方向へ回しま
す。
スプリングプリロードを高く
するには、 アジャストノブ 1
をHIGH の矢印の方向へ回しま
す。

リヤスプリングプリロー
ド基本調整

アジャストノブをストッ
プ位置まで LOW 方向に回
す。 (1 名乗車 + 荷物積載なし)

リヤスプリングプリロー
ド基本調整

アジャストノブをストップ位
置まで LOW 方向に、 その後
　 15 回転分 HIGH 方向に回
す。 (1 名乗車 + 荷物積載)

アジャストノブをストッ
プ位置まで HIGH 方向に回
す。 (2 名乗車 + 荷物積載)

ショックアブソーバー
Dynamic ESA OE非装備

調整
ショックアブソーバーは、 必ず
路面状態およびスプリングプリ
ロードに合わせて、 調整してく
ださい。

凸凹のある路面では、平坦な路
面の場合よりも、ショックアブ
ソーバーはソフトに設定されて
いる方が効果的です。
スプリングプリロードが高い場
合は、ショックアブソーバーも

ハードに調整し、スプリングプ
リロードが低い場合は、ショッ
クアブソーバーもソフトに調整
する必要があります。

ショックアブソーバーを調整
する（リヤホイール）

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
ショックアブソーバーの設定
を車両の左側面から実行しま
す。

アジャストノブ 1 を時計回り
に回し、ダンピングを高くしま
す。
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アジャストノブ 1 を反時計回
りに回し、ダンピングを低くし
ます。 .

リヤショックアブソー
バーの基本調整

アジャストノブをストップ位
置まで時計回りに回してか
ら、 反時計回りに 6 クリック
分回します。 (1 名乗車時、
荷物積載なし)

アジャストノブをストップ位
置まで時計回りに回してか
ら、 反時計回りに 4 クリック
分回します。 (1 名乗車時、
荷物積載あり)

アジャストノブをストップ
位置まで時計回りに回しま
す。 (後席乗車時、 荷物積載あ
り)
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安全に関する注意事項
ライダーエクイップメント
正しい装備品を装着／着用しな
いでモーターサイクルに乗るこ
とは、 極めて危険です。 次のア
イテムを、 必ず装着／着用して
ください。

ヘルメット
ライディングスーツ
グローブ
ブーツ

走行距離の長短や天候にかかわ
らず、 これらのアイテムは必ず
装着／着用しなければなりませ
ん。 BMW Motorrad ディーラー
は喜んでご相談に応じます。 ま
た、それぞれの目的に合わせた、
適切なアイテムをご用意してい
ます。

荷物の積み込み

警告

積載超過や不均等な積載により、
走行安定性が損なわれる
転倒の危険

許容総重量を超えないように
し、積載に関する注意をお守り
ください。

スプリングプリロードおよび
ショックアブソーバーの設定を
車両重量に合わせて調整しま
す。
ケースの容量が左右均等になっ
ているか確認します。
重量が左右均等になっているか
確認します。
重いものはバッグの下部の内側
に入れます。
ケース内の注意ラベルに記載
されている最大積載荷重およ
び最高速度を遵守してくださ
い（「アクセサリー」 の章も参
照）。

トップケース装備 OA

トップケース内の注意ラベルに
記載されている最大積載荷重お
よび最高速度を遵守してくださ
い（「アクセサリー」 の章も参
照）。

タンクポシェット装備 OA

スモールタンクバッグの最大積
載荷重および装着時の最高速度
を確認し、遵守してください。

タンクバッグ（スモー
ル） の積載荷重

max 5 kg

タンクバッグ（スモー
ル） を装着して走行する

場合の速度制限

max 180 km/h
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車速
高速走行時には、 さまざまな周
辺状況が、 モーターサイクルの
走行特性に悪影響を及ぼす可能
性があります ：

スプリングシステムおよびダン
パーシステムの間違った調整
荷物積載のアンバランス
不適切な服装
タイヤ充填圧が低すぎる
タイヤトレッドの摩耗
その他

最高速度

危険

モーターサイクルの最高速度が、
タイヤの許容最高速度を上回っ
ている
高速すぎる場合、 タイヤの損傷
による事故の危険

タイヤの許容最高速度を遵守し
てください。

許容最高速度を表示したステッ
カーを、 見える位置に貼ってく
ださい。

有毒物質
排気ガスは無色無臭ですが、たい
へん有毒な一酸化炭素を含有し
ています。

警告

健康を害するおそれのある排ガス
窒息の危険

排ガスを吸い込まないようにし
てください。
閉め切った場所で、エンジンを
作動させないでください。

火傷の危険

注意

走行中のエンジンおよびエキゾー
ストシステムの過熱
火傷の危険

車両を駐車した後、 誰も、 何
も、エンジンやエキゾーストシ

ステムに触れないように注意し
てください。

触媒コンバーター
ミスファイヤによる未燃焼燃料
がキャタライザーに流入する場
合、 異常過熱および損傷が発生
する恐れがあります。
以下の基準を守ってください ：

フューエルタンクが空の状態で
走行しない。
スパークプラグコネクターを外
したままエンジンを作動させな
い。
ミスファイアが発生した場合
は、ただちにエンジンを停止さ
せる。
無鉛ガソリンのみを使用す
る。
指定されているメインテナンス
スケジュールを遵守する。

重要事項

触媒コンバーター内の未燃焼燃料
触媒コンバーターの損傷
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触媒コンバーターの保護のた
め、作動ポイントに注意してく
ださい。

オーバーヒート

重要事項

長時間のアイドリング
冷却不足によるオーバーヒート、
極端な場合には車両の燃焼

エンジンを不必要にアイドリン
グしたままにしないでくださ
い。
エンジンを始動したら、ただち
に発進してください。

改造

重要事項

モーターサイクルの改造（例 ：エ
ンジンマネジメントシステム、ス
ロットルバタフライ、クラッチ）
関連するコンポーネントの損傷、
安全に関わる機能の故障、 保証
の失効

いかなる改造も行わないでくだ
さい。

チェックリスト
チェックリストを確認し、
遵守する

モーターサイクルを定期的に点
検するため、以下のチェックリ
ストを使用してください。

走行開始のたびに ：
ブレーキシステムの機能を点検
します。
照明および信号装置の機能を点
検します。
クラッチの機能を点検す
る( 118)。
タイヤのトレッド溝の深さを点
検する( 120)。
タ イ ヤ 充 填 圧 を 点 検 す
る( 119)。
ケースおよび荷物が確実に固定
されているか確認します。

燃料補給 3 回目ごと
Dynamic ESA OE非装備
スプリングプリロードを調整す
る（リヤホイール） ( 78)。

ショックアブソーバーを調整す
る（リヤホイール） ( 79)。

Dynamic ESA OE装備
フレームを調整する( 66)。

エンジンオイルレベルを点検す
る( 112)。
フロントブレーキパッド厚を点
検します( 115)。
リヤブレーキパッド厚を点検し
ます( 115)。
フロントブレーキフルードレベ
ルを点検する( 116)。
リヤブレーキフルードレベルを
点検する( 117)。
クーラントレベルを点検す
る( 118)。
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始動
エンジンを始動する

イグニッションを ON にしま
す。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。 ( 85)
ABS 自己診断が実施されま
す。 ( 86)
ASC/DTC 自己診断が実施され
ます。 ( 87)
ニュートラルに設定するか、
ギヤを入れた状態でクラッチを
切ります。

注意事項

サイドスタンドを立てている状
態でもギヤを入れることはでき
ますが、モーターサイクルを発進
させることはできません。 モー
ターサイクルをニュートラルで
始動させ、サイドスタンドを出し
た状態で 1 速に入れると、 エン
ジンは停止します。

コールドスタートおよび温度が
低い場合 ：クラッチを引きま
す。

スターターボタン 1 を押しま
す。

注意事項

バッテリー電圧が十分でない場
合、始動動作は自動的に中断され
ます。 始動操作を続ける前に、
バッテリーを充電するか、ジャン
プスタートを行ってください。
詳細については、「メインテナン
ス」 の章の「ジャンプスタート」
を参照してください。

エンジンが始動します。
エンジンが始動しない場合は、

「仕様（諸元」 の章のトラブル
シューティングをご覧くださ
い。 ( 170)

Pre-Ride-Check（走行前点
検）
イグニッションを ON にした後、
メーターパネルにより指針型メー
ター、 インジケーターおよび警
告灯のテスト「Pre-Ride-Check」
が実行されます。 その終了前に
エンジンを始動すると、 テスト
は中断されます。

ステップ 1
速度表示の指針がストップ位置
まで動きます。 同時にすべての
インジケーターおよび警告灯が
次々に ON になります。 ジェネ
ラル警告灯（赤） が点灯します。

ステップ 2
速度表示の指針が初期位置に移
動します。 同時に、ON になって
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いるすべてのインジケーターお
よび警告灯が次々に逆の順序で
OFF になります。 ジェネラル警
告灯が赤色から黄色に変わりま
す。

速度表示の指針が動かないか、
またはインジケーター／警告灯
の 1 つが ON にならなかった場
合 ：

警告

警告灯の故障
機能障害の表示が出ない

すべてのインジケーター／警
告灯の表示に注意してくださ
い。

で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

ABS 自己診断
BMW Motorrad Integral ABS の
作動可能状態が自己診断によっ
て点検されます。 自己診断は、
イグニッションを ON にすると
自動的に始まります。

ステップ 1
診断可能なシステムコンポー
ネントを停止状態で点検しま
す。

点滅します。

ステップ 2
発進時のホイール回転数セン
サーの点検。

点滅します。

ABS 自己診断が終了
ABS 表示灯／警告灯が消灯し
ます。

すべてのインジケーター／警
告灯の表示に注意してくださ
い。

ABS 自己診断が終了して
いません

ABS は、 自己診断が終了し
なかったため、 使用できませ
ん。 (ホイール回転数センサー
を点検するには、 モーターサ
イクルが最低速度に達する必
要があります ：5 km/h)

ABS 自己診断の終了後に、
ABS の故障が表示される場合 ：

走行を続行することは可能で
す。 ABS もインテグラル機能
も使用できないことに注意して
ください。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。
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ASC/DTC 自己診断
BMW Motorrad ASC/DTC が作動
可能状態にあるかどうか、自己診
断により点検されます。 自己診
断は、 イグニッションを ON に
すると自動的に始まります。

ステップ 1
診断可能なシステムコンポー
ネントを停止状態で点検しま
す。

ゆっくりと点滅します。

ステップ 2
走行中に診断可能なシステムコ
ンポーネントを点検します。

ゆっくりと点滅します。

ASC/DTC 自己診断が終了
ASC/DTC インジケーターおよ
び警告灯が消灯します。

すべてのインジケーター／警
告灯の表示に注意してくださ
い。

ASC/DTC 自己診断が終
了していません

ASC/DTC は、 自己診断が終
了しなかったため、 使用でき
ません。 (ホイール回転数セ
ンサーを点検するには、 モー
ターサイクルが最低速度に達
する必要があります ：5 km/h)

ASC/DTC 自己診断の終了後に、
ASC/DTC の故障が表示される場
合 ：

走行を続行することは可能で
す。 ASC/DTC 機能が使用で
きないことに注意してくださ
い。
で き る 限 り 早 く 、
BMW Motorrad ディーラーに
故障の修理を依頼してくださ
い。

慣らし走行
エンジン

最初の慣らし運転までは、負荷
範囲とエンジン回転数域を頻繁
に変化させてください。 一定
の回転数での長時間の走行は避
けてください。
カーブが多く、なだらかな坂の
ある道を選び、 十分に慎重な
走行をするようにしてくださ
い。
慣らし走行中のエンジン回転数
を遵守してください。

慣らし走行中のエンジン
回転数

<5000 min-1 (走 行 距 離
0...1000 km)

フルロードなし (走行距離
0...1000 km)
慣らし運転を行う際に従うべき
走行距離を守ってください。
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慣らし運転までの走行距
離

500...1200 km

ブレーキパッド
新品のブレーキパッドは、 最適
な摩擦力に達するまで、 慣らし
走行が必要です。 この段階のブ
レーキの効きの弱さは、 ブレー
キレバーを強く握ることで補う
ことができます。

警告

新しいブレーキパッド
制動距離の延長、 事故を起こす
危険

早めにブレーキングしてくださ
い。

タイヤ
新しいタイヤの表面はきわめて
なめらかな状態です。 したがっ
て、 表面が適度に荒れるまで、
慎重に慣らし走行を行う必要が

あります。 タイヤの持つ最大の
グリップ力を引き出すためには、
この慣らし手順を必ず実行して
ください。

警告

路面が濡れている場合や著しく
傾斜している場所で新しいタイ
ヤのグリップが失われる
事故の危険

よく前方に注意して走行し、
急な傾斜のある場所は回避して
ください。

ギヤチェンジ
シフトアシストPro OE装備

シフトアシストPro

注意事項

ギヤシフトアシスト Pro はシフ
トアップ／シフトダウンにおい
てライダーをサポートするもの
です。 シフトアップ／シフトダ
ウンの際に、 クラッチやスロッ

トルグリップを操作する必要が
ありません。 オートマチックは
関係がありません。 ライダーが
システムの重要な構成要素であ
り、 シフトを行う時点を決定し
ます。
ギヤシフトアシストPro に関する
詳しい情報については、「技術情
報」の章を参照してください。

注意事項

ギヤシフトアシストPro を使用し
てギヤシフトを行う場合には、
安全上の理由から、 クルーズコ
ントロールは自動的に OFF にな
ります。
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ギヤ入れは従来どおりシフトレ
バーを踏み込んで行います。
シフトシャフトのセンサー 1
がシフトの希望を検知し、シフ
トサポートを介入させます。
定速走行時にローギヤのまま高
回転域に達している場合、 ク
ラッチ操作なしでのギヤシフ
トは過度な荷重移動による反
応を招くおそれがあります。
BMW Motorrad は、 このよう
な走行条件においてはクラッ
チ操作を伴うシフト切替のみ
をお勧めします。 レブリミッ
ターの領域では、シフトアシス
トPro の使用は避ける必要があ
ります。

以下の状況では、シフトアシス
トは作動しません ：
クラッチが操作されている場
合。
シフトレバーが初期位置にない
場合
減速時またはスロットルバタフ
ライを閉じた状態 ( 惰行) での
シフトアップ時。
シフトアシストPro を使用しな
がらさらにギヤチェンジを行え
るようにするには、ギアシフト
後にシフトレバーにかかる負荷
を完全に解除しなければなりま
せん。

ブレーキ
制動距離を最短にするには?
フロント／リヤホイール間の力
学的な負荷配分は、ブレーキング
によって変わります。 ブレーキ
ングが強くなるほど、 フロント
ホイールにはより大きな負荷が
かかります。 そしてホイールに
かかる負荷が大きくなるほど、

より大きなブレーキフォースが
伝達されます。
制動距離を最短にするには、徐々
に強くなるようフロントブレーキ
をかけることが必要です。 それ
により、フロントホイールにかか
る負荷の力学的な増加が、最も効
果的に利用されます。 同時に、
クラッチは切っておく必要があ
ります。 しばしばトレーニング
される極端なフルブレーキでは、
ブレーキ圧ができるかぎり早急に
最大の力で生成されます。 力学
的な負荷配分が減速に追いつけ
なくなり、 制動力を完全には路
面に伝達できなくなります。
フロントホイールのロックは、
BMW Motorrad Integral ABS に
よって回避されます。
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下り坂

警告

山道や狭い通路などを抜けると
きにリヤブレーキのみをかける
オーバーヒートによるブレーキ
の破損、 制動作用の喪失

フロントおよびリヤブレーキを
作動させて、エンジンブレーキ
を使用してください。

濡れて汚れたブレーキ
ブレーキディスクやブレーキパッ
ドが濡れていたり汚れていたり
すると、 ブレーキの効きが悪く
なります。
以下の状況では、ブレーキの効き
が遅れたり悪くなったりするこ
とを、 必ず考慮してください ：

雨天走行時や、水たまりの中を
走行した場合。
洗車の後。
塩が撒かれた路面を走行したと
き。

ブレーキ関連作業の後で、
オイルやグリースの残留物によ
る。
汚れた路面を走行したとき。

警告

濡れや汚れが原因でブレーキの
効きが悪くなる
事故の危険

ブレーキを乾燥させて汚れをと
り、必要に応じて清掃します。
再び制動力を完全に発揮できる
ようになるまでは、ブレーキを
早めに操作してください。

ABS Pro
ABS Pro OE装備

走行における物理的限界

警告

コーナーにおけるブレーキング
ABS Pro 装備でもある転倒の危
険性

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポートを、リス
キーな走行により制限しないで
ください。

ABS Pro はすべての走行モード
で使用可能です。

転倒をなくすことはできない
たとえABS Pro がライダーのた
めに、バンク時のブレーキングの
際に 100％のサポートを行い、
安全性において著しいプラス効
果を発揮しても、 走行における
物理法則の限界を超えられるも
のではありません。 従来と同様
に、誤った判断や運転ミスなどに
より、 この限界を超えることが
あります。 極端なケースでは、
それが転倒につながることもあ
ります。
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公道での使用
ABS Pro は、 公道においてモー
ターサイクルをより安全に使用
するためのものです。 コーナー
における思いがけない危険な状
況が原因のブレーキング時に、
走行における物理的限界の範囲
内で、ホイールのロックやスリッ
プを回避します。

注意事項

ABS Pro はバンク時の限界域に
おける個々のブレーキ性能の向
上のために開発されたものでは
ありません。

駐車する
サイドスタンド

エンジンを停止させます。

重要事項

スタンドを使用している路面の
状態が悪い
転倒によるコンポーネントの損傷

スタンドを立てる路面が、平坦
で固くしっかりとしているか確
認してください。

重要事項

追加重量によるサイドスタンド
の負荷
転倒によるコンポーネントの損傷

車両がサイドスタンドで立てら
れている状態のときには、着座
しないでください。

サイドスタンドを出し、 モー
ターサイクルを立てます。
ハンドルを左に回します。
下り坂では、モーターサイクル
を上る方向に向けて、 1 速に入
れます。

センタースタンド
センタースタンド装備 OE

エンジンを停止させます。

重要事項

スタンドを使用している路面の
状態が悪い
転倒によるコンポーネントの損傷

スタンドを立てる路面が、平坦
で固くしっかりとしているか確
認してください。

重要事項

急な動きが加えられるとメイン
（センター） スタンドが折りたた
まれる
転倒によるコンポーネントの損傷

メイン（センター） スタンドを
立てた状態で、車両に着座しな
いでください。

メイン（センター） スタンドを
出し、モーターサイクルを立て
ます。
下り坂では、モーターサイクル
を上る方向に向けて、 1 速に入
れます。
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給油
燃料品質
前提条件
最適な燃費となるよう、 硫黄フ
リーの、 またはできる限り硫黄
が少ない燃料を使用してくださ
い。

重要事項

有鉛ガソリンを給油する
触媒コンバーターの損傷

有鉛ガソリンや金属添加物（マ
ンガン／鉄など） を含む燃料
は決して給油しないでくださ
い。

エタノールの割合が最大で
10％、 つまり E10 燃料を使用
することができます。

推奨フューエルグレード

無鉛プレミアムガソリン（ハイ
オク）(最大 10％エタノール、
E10)
95 ROZ/RON
89 AKI

給油手順

警告

フューエルは簡単に引火します
火災や爆発の危険

フューエルタンクに関する作業
時には、 いかなる場合でも、
決してタバコを吸ったり、火を
使ったりしないでください。

警告

燃料タンクの充填量が多すぎる
と、 熱の影響で燃料が膨張した
場合に漏れる
転倒の危険

フューエルタンクを充填しすぎ
ないでください。

重要事項

プラスチック表面に燃料が付着
表面の損傷（見苦しくなる、 また
はつやのない状態になる）

プラスチック表面が燃料に触れ
た場合には、ただちに清掃しま
す。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをサイ
ドスタンドで立てます。

保護キャップ 2 を開きます。
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フューエルタンクのキャップ
を、 車両キー 1 を時計回りに
回してロック解除し、 開きま
す。

前述のグレードのフューエルを
フィラーネックの下端（MAX 位
置） まで補給します。

注意事項

フューエルリザーブ容量を下回っ
た後に給油を行う場合、 給油後
の総容量がフューエルリザーブ
容量を上回る必要があります。
これにより新たな充填レベルが

検知され、 燃料残量警告灯が消
灯します。

注意事項

テクニカルデータ（仕様諸元）
に記載されている「フューエル容
量」 は、 フューエルタンクが空
に近づき、 燃料不足でエンジン
が停止したときに給油できる燃
料の量です。

フューエル容量

約 18 l

フューエルリザーブ容量

約 4 l
フューエルタンクキャップを強
く押して閉めます。
車両キーを抜き取り、 保護
キャップを閉めます。

給油手順
Keyless Ride OE 装備

前提条件
ステアリングロックはロック解
除された状態です。

警告

フューエルは簡単に引火します
火災や爆発の危険

フューエルタンクに関する作業
時には、 いかなる場合でも、
決してタバコを吸ったり、火を
使ったりしないでください。

警告

燃料タンクの充填量が多すぎる
と、 熱の影響で燃料が膨張した
場合に漏れる
転倒の危険

フューエルタンクを充填しすぎ
ないでください。
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重要事項

プラスチック表面に燃料が付着
表面の損傷（見苦しくなる、 また
はつやのない状態になる）

プラスチック表面が燃料に触れ
た場合には、ただちに清掃しま
す。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをサイ
ドスタンドで立てます。
イグニッションスイッチを
OFF にする( 45)。

注意事項

イグニッションを OFF にした
後、 無線キーが受信範囲内にな
い場合でも、 タンクキャップを
特定のアフターランニング時間
以内に開くことができます。

タンクキャップを開くた
めのアフターランニング

時間

2 min
タンクキャップは、以下の2 つ
の方法で開くことができます ：
アフターランニング時間内。
アフターランニング時間の経過
後。

バリエーション 1
Keyless Ride OE 装備

前提条件
アフターランニング時間内 ：

タンクキャップのタブ 1 を
ゆっくりと引き上げます。
タンクキャップはロック解除さ
れています。
タンクキャップを完全に開きま
す。

バリエーション 2
Keyless Ride OE 装備

前提条件
アフターランニング時間の経過
後 ：

無線キーを受信範囲内に持ち込
みます。
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タブ 1 をゆっくりと引き上げ
ます。
無線キーを検索している間は、
無線キー用表示灯が点滅しま
す。
タンクキャップのタブ 1 を再
びゆっくりと引き上げます。
タンクキャップはロック解除さ
れています。
タンクキャップを完全に開きま
す。

前述のグレードのフューエルを
フィラーネックの下端（MAX 位
置） まで補給します。

注意事項

フューエルリザーブ容量を下回っ
た後に給油を行う場合、 給油後
の総容量がフューエルリザーブ
容量を上回る必要があります。
これにより新たな充填レベルが
検知され、 燃料残量警告灯が消
灯します。

注意事項

テクニカルデータ（仕様諸元）
に記載されている「フューエル容
量」 は、 フューエルタンクが空
に近づき、 燃料不足でエンジン
が停止したときに給油できる燃
料の量です。

フューエル容量

約 18 l

フューエルリザーブ容量

約 4 l
フューエルタンクのタンク
キャップを、力を込めて下へ押
します。
タンクキャップが音とたてては
まります。
アフターランニング時間の経過
後、タンクキャップが自動的に
ロックします。
しっかりとかみ合ったタンク
キャップは、 ハンドルロック
のロックまたはイグニッション
ON に伴い、 ただちにロックが
かかります。

モーターサイクルを搬送
用に固定します

テンションストラップが取り回
されているすべてのコンポーネ
ントを、損傷しないように保護
します（接着テープや柔らかい
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ウェスなどを使用してくださ
い）。

重要事項

リフトアップのときに車両が左
右に傾く
転倒によるコンポーネントの損傷

車両が倒れないよう、サポート
する方と一緒に作業するように
してください。

モーターサイクルを搬送用プ
レートの上へ移動させます。
サイドスタンドやメイン（セン
ター）スタンドで立てないでく
ださい。

重要事項

コンポーネントの挟み込み
コンポーネントの損傷

コンポーネント（ブレーキライ
ンやケーブルなど）が挟み込ま
れないようにしてください。

フロント側テンションストラッ
プをロワフォークブリッジ左右
に取り付けます。
テンションストラップを下方向
にピンと張ります。

リヤ側テンションストラップを
パッセンジャー用フットレスト
のホルダーに取り付けてピンと
張ります（左右）。
すべてのテンションストラップ
を均等に張り、車両ができるか
ぎりしっかりと固定されるよう
にします。
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一般的な情報
技術に関するさらに詳しい情報
については、 以下を参照してく
ださい ：
bmw-motorrad.com/
technology

アンチロックブレーキシ
ステム（ABS）
パーシャリーインテグラルブ
レーキ
このモーターサイクルには、パー
シャリーインテグラルブレーキが
装備されています。 このブレー
キシステムでは、ブレーキレバー
を操作するとフロント／リヤホ
イールのブレーキが一緒に作動
します。 ブレーキペダルを操作
した場合は、 リヤブレーキのみ
の作動となります。
BMW Motorrad Integral ABS は、
できるかぎり制動距離を短くする
ため、 ABS 制御によるブレーキ
ング中のフロント／リヤブレー

キ間の制動力配分を、 モーター
サイクルの荷重条件に合わせて
行います。

重要事項

インテグラル機能があるにもか
かわらずバーンアウトを試みる
リヤブレーキおよびクラッチの
損傷

バーンアウトを行わないこ
と。

ABS はどのように機能する
のでしょうか?
路面に伝達される最大ブレーキ
フォースは、 様々な要因の中で
も、路面の摩擦係数に依存してい
ます。 砂利、 凍結、 雪、 水に覆
われた路面の摩擦係数は、 乾い
た、 クリーンなアスファルトの
路面に比べてはるかに低いもの
になります。 路面の摩擦係数が
低くなるほど、 制動距離は長く
なります。

ライダーがブレーキ圧を上げた
ときに、路面にかかる最大ブレー
キフォースが限界を越えると、
ホイールがロックし、方向安定性
が失われます。 そのため、 転倒
するおそれがあります。 この状
況が発生する前に、 ABS が作動
して、ブレーキ圧が最大制動力に
調整されます。 そのためホイー
ルは回転し続け、 走行安定性は
路面状態にかかわらず保持され
ます。

凸凹のある路面で起こること
は？
起伏や凸凹のある路面によって、
タイヤと路面のコンタクトが一時
的に失われ、その結果、伝達され
るブレーキフォースがゼロに落
ち込むということが起こりえま
す。 このような状況でブレーキ
ングが行われる場合、路面とのコ
ンタクトが復活したときに走行
安定性を確保するため、 ABS は
ブレーキ圧を下げる必要があり
ます。 このときABS は、 想定し
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うるいかなる状況においてもホ
イールが回転し、それによりモー
ターサイクルの安定性が確実に
なるよう、 摩擦係数（砂利、 凍
結、 雪の場合） をかなり低く見
積もっています。 実際の状況が
明らかになった後、 システムは
ブレーキ圧を最適な値にセット
しなおします。

ABS の作動は、ライダーに
とってどのように感じられる
でしょうか？
前述の状況により、 ABS システ
ムが制動力を制限する必要があ
る場合、 ブレーキレバーに振動
が感じられます。
ブレーキレバーを操作すると、
インテグラル機能によりリヤホ
イールでもブレーキ圧が生成さ
れます。 その後ブレーキペダル
を操作すると、 ブレーキペダル
をブレーキレバー操作の前また
は同時に操作したかのように、
すでに生成されているブレーキ
圧が背圧として感じられます。

リヤホイールの浮き上がり
減速力が著しく強く、 かつ、
減速が迅速な場合、状況によって
はABS はリヤホイールの浮き上
がりを回避できないことがありま
す。 このような場合、 モーター
サイクルの横転もありえます。

警告

急激なブレーキによるリヤホイー
ルの浮き上がり
転倒の危険

急ブレーキの際には、 ABS 制
御は、必ずしも常にリヤホイー
ルの浮き上がりを防ぐもので
はないことに注意してくださ
い。

ABS はどのように設計され
ているのでしょう？
ABS は、 物理的限界内で、 さま
ざまな路面における走行安定性を
確保するためのものです。 この
システムは、レーストラックの過
酷な状況で生じるような、 特別

な要求を満たすために設計され
たものではありません。 走行の
仕方は、 走行能力および路面状
態に基づいて調整する必要があ
ります。

特殊な状況
ホイールのロックを検知するため
に、特にフロントホイールとリヤ
ホイールの回転数が比較されま
す。 比較的長時間にわたり、正常
でない値が検知されると、安全の
ためにABS が停止し、 ABS の故
障が表示されます。 エラーメッ
セージの表示には、 自己診断が
終了していることが前提となり
ます。
BMW Motorrad ABS の問題の他
にも、 特殊な走行状態が原因と
なりエラーメッセージが表示さ
れる場合があります ：

センタースタンドまたは補助ス
タンドで車両を立てた状態で、
ニュートラルでまたはギヤを入
れて暖機運転する。
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エンジンブレーキにより長時間
ロックされたリアホイール ( 滑
りやすい路面での発進など)。

特殊な走行状態によりエラーメッ
セージが表示された場合には、
ABS 機能は、 イグニッションを
OFF / ON にすることにより再び
作動させることができます。

定期的なメインテナンスの役
割りとは？

警告

定期的にメインテナンスされて
いないブレーキシステム。
事故の危険

ABS を確実に最適な整備状態
にしておくために、規定の定期
点検時期を必ず遵守してくださ
い。

安全を確保するための予防措
置
ABS により制動距離が短くなる
からといって、 不用意にブレー
キングすることは避けなければ
なりません。 あくまでも緊急事
態においてより高い安全性を確
保するためのものなのです。

警告

コーナーにおけるブレーキング
ABS を装備していても事故の危
険性あり

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポート機能を、
リスキーな走行により制限しな
いでください。

ABS からABS Pro への改良
ABS Pro OE装備

これまでBMW Motorrad ABS
は、 直進走行時のブレーキング
における安全性に関して極めて
高い基準を設定し、 実現してき
ました。 そして今、 ABS Pro が
コーナーにおけるブレーキプロ
セスにおいても、 より高い安全
性を提供します。 ABS Pro は、
素早いブレーキ操作時におけるホ
イールのロックを回避します。
ABS Pro は、 特に急ブレーキ時
における急激な操舵力の変動を低
減させ、思いがけない車両の立ち
上がりを起こりにくくします。

ABS 制御
技術的には、 ABS Pro はABS 制
御をその都度ごとの走行条件に
合わせ、モーターサイクルのバン
ク角に適合させています。 モー
ターサイクルのバンク角を算出
するため、 ロールレート信号、
ヨーレート信号、 横方向加速度
信号が使用されます。
バンク角が大きくなると共に、ブ
レーキ開始時のブレーキ圧の変化
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度の制限がますます厳しくなりま
す。 これにより、 圧力上昇に時
間がかかります。 さらにABS 制
御において均等に圧力変換が行
われます。

ライダーにとっての利点
ライダーにとってのABS Pro の
利点は、 コーナーにおいてもベ
ストな減速を可能にする高精度
の応答性、 制動安定性および走
行安定性です。

オートマチックスタビリ
ティコントロール（ASC）
ASC はどのように機能する
のでしょうか？
ASC は、 フロントホイールとリ
ヤホイールのホイールスピードを
比較します。 スピードの差から
スリップを、さらにリヤホイール
の安定性レベルを算出します。
スリップ限界値を超えると、エン
ジンマネジメントシステムがエ
ンジントルクを調整します。

ASC はどのように設計され
ていますか？
ASC は、 公道走行時にライダー
をサポートするアシストシステム
として設計されています。 特に
物理的制限領域では、 ライダー
がASC の制御性能に大きな影響
を与えます（コーナーでの荷重移
動、 積載状態など）。
このシステムは、レーストラック
の過酷な状況で生じるような、
特別な要求を満たすために設計さ
れたものではありません。 この
ような場合は、ASC を OFF にで
きます。

警告

リスキーな走行
ASC 搭載でも事故の危険性あり

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポートを、リス
キーな走行により制限しないで
ください。

特殊な状況
車体の傾きが増すにつれ、物理的
法則に従って、 加速はますます
強く制限されます。 このため、
非常にタイトなコーナーでは加
速が遅れる場合があります。

リヤホイールの回転（空転） やス
リップを検知するため、特にフロ
ントおよびリヤホイールの回転
数が比較されます。 比較的長時
間にわたり、正常でない値が検知
されると、 安全のためにASC 機
能が停止し、 ASC の故障が表示
されます。 エラーメッセージの
表示には、 自己診断が終了して
いることが前提となります。
以下のような特殊な走行状態で
は、ASC が自動的に OFF になる
場合があります ：

長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際、
その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
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センタースタンドまたは補助ス
タンドで車両を立てた状態で、
ニュートラルでまたはギヤを入
れて暖機運転する。

イグニッション OFF / ON を行
い、 最低速度で走行すると、
ASC は再び ON の状態になりま
す。

ASC を ON にするため
の最低速度

min 5 km/h

極端な加速によってフロントホ
イールの接地が失われた場合に
は、 フロントホイールが路面を
再び確実に捉えるようになるま
で、 ASC がエンジントルクを抑
えます。
このような場合、BMW Motorrad
は、 スロットルグリップを少し
戻して車両をできるだけ早く安
定した運転／走行状態に戻すよ
う、 お勧めします。

滑りやすい路面で、クラッチを切
らずに突然スロットルグリップを
完全に戻すことは決してしないで
ください。 エンジンブレーキト
ルクによりリヤホイールがロッ
クされ、 不安定な運転／走行状
態に陥る場合があります。 この
ような状態では、 ASC による制
御を行うことはできません。

ダイナミックトラクショ
ンコントロール（DTC）

ダイナミックトラクションコン
トロール（DTC） 装備 OE

DTC はどのように機能する
のでしょうか？
DTC は、 フロントホイールとリ
ヤホイールのホイールスピードを
比較します。 スピードの差から
スリップを、さらにリヤホイール
の安定性レベルを算出します。
スリップ限界値を超えると、エン
ジンマネジメントシステムがエ
ンジントルクを調整します。

DTC はバンクセンサーを備えて
おり、 コーナーにおいてホイー
ルスリップを高精度で制御する
ことができます。 それにより、
同じ安定性を維持したままで、
ダイナミックな運転／走行状態
が可能です。 DYNAMIC モード
では、 DTC のサポートにより、
軽いウイーリー走行を行うこと
ができます。

DTC はどのように設計され
ていますか？
DTC は、 公道走行時にライダー
をサポートするアシストシステム
として設計されています。 特に
物理的制限領域では、 ライダー
がDTC の制御性能に大きな影響
を与えます（コーナーでの荷重移
動、 積載状態など）。
このシステムは、レーストラック
の過酷な状況で生じるような、
特別な要求を満たすために設計さ
れたものではありません。 この
ような場合には、DTC を OFF に
することができます。
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警告

リスキーな走行
DTC 搭載でも事故の危険性あり

どのような走行スタイルを適切
とするか、ライダーの責任が問
われます。
安全のためのサポートを、リス
キーな走行により制限しないで
ください。

特殊な状況
車体の傾きが増すにつれ、物理的
法則に従って、 加速はますます
強く制限されます。 このため、
非常にタイトなコーナーでは加速
が低減される場合があります。

リヤホイールの回転（空転） やス
リップを検知するため、 特にフ
ロントおよびリヤホイールの回
転数が比較され、 バンク角が考
慮されます。 一定の時間以上、
検出される値が正常でない場合
には、バンク角用に代替値が使用
されるか、DTC 機能が OFF にな

ります。 この場合には、 DTC の
不具合が表示されます。 エラー
メッセージの表示には、 自己診
断が終了していることが前提と
なります。
走行モードRAIN およびROAD で
は、 フロントホイールが浮いた
状態になると、 DTC がエンジン
トルクを低下させてフロントホ
イールをスムーズに再び路面と接
地させるのに対して、 DYNAMIC
モードではDTC によるサポート
を受けた軽めのウィーリーが許
容されます。
次のような、 通常とは異なる走
行状態では、 DTC のエラーメッ
セージが出ることがあります。
特殊な運転／走行状態 ：

長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際、
その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
補助スタンドを立てたまま、
ニュートラル位置またはギヤ

を入れた状態でウォームアッ
プ。

イグニッション OFF / ON を行
い、 最低速度で走行すると、
DTC は再び ON の状態になりま
す。

DTC を ON にするため
の最低速度

min 5 km/h

極端な加速によってフロントホ
イールの接地が失われた場合に
は、 フロントホイールが路面を
再び確実に捉えるようになるま
で、 DTC がエンジントルクを抑
えます。
このような場合、BMW Motorrad
は、 スロットルグリップを少し
戻して車両をできるだけ早く安
定した運転／走行状態に戻すよ
う、 お勧めします。
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滑りやすい路面で、クラッチを切
らずに突然スロットルグリップ
を完全に戻すことは決してしな
いでください。 エンジンブレー
キトルクによりリヤホイールが
滑り、 不安定な運転／走行状態
に陥る場合があります。 このよ
うな状態では、 DTC による制御
を行うことはできません。

電子調整式サスペンショ
ン（ESA）

Dynamic ESA OE装備

Dynamic ESA 調整
電 子 調 整 式 サ ス ペ ン シ ョ
ンDynamic ESA を使用して、
モーターサイクルを積載条件や
道路状況に快適に適合させるこ
とができます。
Dynamic ESA は車高レベルセン
サーを介してフレームの動きを
検知し、それに反応してショック
アブソーバーバルブを調整しま
す。 これにより、 サスペンショ

ンは路面状況に適合するように
調整されます。
基本設定（ROAD） からダンピ
ングをよりハード（DYNAMIC）
に調整することができます。
Dynamic ESA はエンジンが作動
して車両が停止している状態で、
定期的に自動でキャリブレーショ
ンを行い、 システムの正常な機
能を確保します。

走行モード
選択
モーターサイクルを路面状態に
合わせるため、4 つの走行モード
から選択することができます ：
RAIN
ROAD（標準モード）

走行モードPro OE装備
DYNAMIC
USER

それぞれの走行モードは、
モーターサイクルの挙動にさ
まざまな方法で影響を及ぼしま
す。 走行モードRAIN、 ROAD、
DYNAMIC 用に、 ASC/DTC およ
びENGINE（スロットルレスポン
ス）のシステムについて調整され
ている設定があります。 最後に
選択された走行モードは、 イグ
ニッションを OFF ／ ON にした
後、 自動的に再び作動状態にな
ります。
基本的には、選択されたモードが
よりダイナミックになるほど、
ASC/DTC によるサポートはより
控えめになります。 そのため、
走行モードを選択する際には、
設定をよりダイナミックにする
ほど、 より高度なライディング
能力が必要となることを考慮し
てください。

スロットルレスポンス
RAIN モード ：控えめ
ROAD モード ：ダイレクト
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モードDYNAMIC：ダイナミッ
ク

RAIN モード
ASC/DTC システムの介入は、
リヤホイールの空転を避けられる
ように早めに行われます。 車両
は、 摩擦係数が大から中程度（乾
燥した、および濡れたアスファル
トから乾燥した敷石舗装まで）
の路面上では、極めて安定してい
ます。 滑りやすい路面（濡れたビ
チューメンや濡れた敷石舗装）
でのみ、 リヤの動きがはっきり
と感じ取れます。

ROAD モード
ASC/DTC システムの介入は、
RAIN モードの場合よりも遅くな
ります。 車両は、 摩擦係数が大
から中程度（乾燥した、 および濡
れたアスファルトから乾燥した
敷石舗装まで） の路面上では、
安定しています。 リヤホイール
で軽いドリフトの動きが感じら
れます。 滑りやすい路面（濡れた

ビチューメンや濡れた敷石舗装）
では、 リヤの動きがはっきりと
感じ取れます。

走行モードPro OE装備
DYNAMIC モード
DYNAMIC モードは最もスポー
ティなモードです。 ASC/DTC シ
ステムの介入はさらに遅く、それ
により乾いたアスファルト上で
も、 コーナーにおける著しい加
速によるドリフトが可能となり
ます。

USER モード
USER モ ー ド で は 、 DTC
とENGINE を個別に調整すること
ができます。
- ENGINE：RAIN、 ROAD、
DYNAMIC 間で選択可能
- DTC: RAIN 、 ROAD 、
DYNAMIC 間で選択可能
変更されたUSER 設定は次回の変
更まで保存されます。

切替
走行中の走行モードの変更は、
以下の前提条件においてのみ可
能です ：

リアホイールにドライビングト
ルクがかかっていない
ブレーキシステム内でブレーキ
圧が生成されていない。

この作動状態は、車両がイグニッ
ション ON の状態のときのみで
す。 またはその代わりに、 以下
のステップを実行する必要があ
ります ：

スロットルグリップを回し戻
す。
ブレーキレバーを操作しな
い。

ご希望の走行モードをまず事前
に選択します。 該当するシステ
ムが必要とされる状態になって
初めて、 切替が行われます。
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シフトアシストPro
シフトアシストPro OE装備

この車両には、本来レーシングス
ポーツにおいて開発され、ツーリ
ング走行に適合されたシフトア
シストPro が装備されています。
これにより、 全負荷範囲および
全回転域において、 シフトアッ
プ／シフトダウンをクラッチ操
作およびスロットル操作なしで
行うことができます。

利点
走行時における全シフト動作の
70～ 80 ％をクラッチ操作なし
で行うことができます。
シフト待ち時間が短くなり、
ライダーとパッセンジャー間の
動きが少なくてすみます。
加速時にスロットルバタフライ
を閉じる必要がありません。
減速およびシフトダウン（ス
ロットルバタフライは閉じた状
態） の際には、 ダブルクラッ

チにより回転数の調整を行いま
す。
切替時間はクラッチ操作に伴う
シフト動作と比べて短くなりま
す。

希望のシフトを認識させるには、
ライダーは、シフトレバーを事前
に操作しない状態からアキュム
レーターのスプリングの抵抗を
感じる「切替え位置」 に向かって
操作します。 この操作は通常、
素早く希望の方向に行い、 シフ
ト動作が終了するまで保持して
いる必要があります。 シフト動
作中にシフト力をさらに高める
必要はありません。 ギヤシフト
アシストPro を使用してさらに
ギヤ切替を行えるようにするに
は、 シフト動作後に、 シフトレ
バーにかかる負荷を完全に解除
する必要があります。 シフトア
シストPro を用いてギアをシフト
するためには、 ギアシフト前お
よびギアシフト中にそれぞれの
負荷状態 ( スロットルグリップ

位置) を一定に保つ必要がありま
す。 シフト動作中にスロットル
グリップ位置が変わると、 機能
の中断および／またはミスシフ
トを招くおそれがあります。 ク
ラッチ操作を伴うギアシフトで
は、シフトアシストPro によるサ
ポートは行われません。

シフトダウン
シフトダウンは、ターゲットギ
ヤにおける最高回転数に達する
までサポートされます。 これ
により、 過回転も避けられま
す。

最高回転数

max 9000 min-1

シフトアップ
シフトアップは、ターゲットギ
ヤにおけるアイドリング回転数

7
106

技
術
情
報



に達するまでサポートされま
す。
それにより、 アイドリング回
転数を下回らないようにしま
す。

アイドリング回転数

1150 min-1 (エンジン作動温度
時)
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一般的な情報
「メインテナンス」 の章では、
簡単に実施できる消耗部品の点
検および交換作業について説明
します。
取り付ける際に専用の締め付けト
ルクがある場合には、規定締め付
けトルクも記載されています。
必要なすべての締付けトルクを
記した一覧表が「仕様（諸元）」
の章にあります。
メインテナンスおよび修理作業
に関するさらに詳しい情報につ
いては、 BMW Motorrad ディー
ラーにてDVD で入手することが
できます。

いくつかの作業の実施にあたっ
ては、スペシャルツールと確かな
専門知識が必要です。 疑問に思
われることが生じた場合には、
BMW Motorrad ディーラーにお
問い合わせください。

ツールキット
標準スペシャルツールキット

1 ドライバーグリップ
六角レンチと共に使用
エンジンオイルを補充す
る ( 113)。

2 オープンエンドレンチ
口径 8/10

バッテリーを取り外
す ( 143)。

3 オープンエンドレンチ
口径 14

ミラーアームを調整す
る ( 76)。

4 リバーシブルブレードドラ
イバーインサート
プラス溝 PH1 およびトル
クス T25

フロント／リヤウイン
カー用バルブを取り外
す ( 136)。
バッテリーカバーを取り
外す ( 143)。

5 トルクスレンチ T40
光軸を調整する ( 77)。

フロントホイールスタンド
フロントホイールスタンドを
取り付けます

重要事項

追加のメイン（センター） スタ
ンドまたは補助スタンドなしで
のBMW Motorrad フロントホ
イールスタンドの使用
転倒によるコンポーネントの損傷

モ ー タ ー サ イ ク ル は 、
BMW Motorrad フロントホ
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イールスタンドでリフトアップ
する前に、 メイン（センター）
スタンドまたは補助スタンドで
立ててください。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター） スタンドで立て
ます。
ベーススタンドを、フロントホ
イールサポートと共に使用しま
す。 ベーススタンドおよびそ
の備品はBMW Motorrad ディー
ラーから入手できます。

ボルト固定部 1 をゆるめま
す。

両方のサポート部 2 を外側
へ押して、 フロントサスペン
ションが間に収まるようにしま
す。
フロントホイールスタンドを、
固定ピン 3 を使用してご希望
の高さに調整します。
フロントホイールスタンドをフ
ロントホイールのセンターに合
わせ、フロントアクスルに押し
込みます。

両方の支持部 2 を、 フロント
ホイールガイドが確実に取り付
けられるように調整します。
固定ボルト 1 を締め付けま
す。

重要事項

モーターサイクルをリフトアッ
プし過ぎるとメイン（センター）
スタンドが外れる
転倒によるコンポーネントの損傷

リフトアップの際には、メイン
（センター） スタンドが常に接
地しているように注意してくだ
さい。

フロントホイールスタンドを左
右均等に押し下げ、モーターサ
イクルを持ち上げます。
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リヤホイールスタンド
リヤホイールスタンドを取り
付ける

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
ベーススタンドをリアアクス
ルアダプターと共に使用しま
す。 ベーススタンドとその備
品は、 BMW Motorrad ディー
ラーで入手できます。

リヤホイールスタンドを、ボル
ト 1 を使用して希望の高さに
調整します。

ロック解除用ボタン 3 を押し
て、 ロックワッシャー 2 を外
します。

リヤホイールスタンドを右側か
らリヤアクスルに押し込みま
す。
ロック解除ボタンを押して、
ロックワッシャーを左側から取
り付けます。

モーターサイクルをまっすぐに
立てると共に、 スタンドのグ
リップを後ろへ押して、スタン
ドの両方のローラーが地面に着
くようにします。
続いてグリップを地面まで押し
ます。

エンジンオイル
エンジンオイルレベルを点検
する

重要事項

オイル充填についての誤った解
釈。 オイルレベルは温度に対応
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して変化するため（温度が高くな
るとオイルレベルも高くなる）
エンジンの損傷

オイルレベルの点検は、長距離
走行後またはエンジン温間時に
のみ、 行います。

通常の作動温度のエンジンを停
止させます。
サイドスタンドを開き、 モー
ターサイクルの右側に出して立
てます。
モーターサイクルをまっすぐに
保持します。
センタースタンド装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター） スタンドで立て
ます。

オイルがオイルパンに集まるま
で、 5 分間待ちます。

オイルレベルを表示 1 で読み
取ります。

エンジンオイル規定レベ
ル

MIN とMAX の間のマーク

オイルレベルがMIN マークを下
回っている場合 ：

エンジンオイルを補充す
る( 113)。

オイルレベルがMAX マークを上
回っている場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
オイルレベルの点検を依頼して
ください。

エンジンオイルを補充する
平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
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オイル注入口周辺を清掃しま
す。
動力伝達を容易にするため、リ
バーシブルブレードのドライ
バーインサート 1 を、 トルク
ス側を前にして、 ドライバー
のグリップ 2（ツールキット）
に差し込みます。
ドライバーのグリップをキャッ
プ 3 に差し込みます。
キャップ 3 を反時計回りに回
して取り外します。
エンジンオイルレベルを点検す
る( 112)。

重要事項

エンジンオイルの使用量が少な
すぎる、 または多すぎる。
エンジンの損傷

エンジンオイルレベルが正しい
か確認してください。

エンジンオイルを規定レベルま
で補充します。

エンジンオイル補充量

max 0.95 l (MIN とMAX 間の
偏差)
エンジンオイルレベルを点検す
る( 112)。
オイル注入口のキャップ 3 を
取り付けます。

ブレーキシステム
ブレーキの作動を点検する

ブレーキレバーを操作しま
す。

はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。
ブレーキペダルを操作しま
す。
はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。

はっきりした抵抗が感じられな
い場合 ：

重要事項

ブレーキシステムにおける不適
切な作業
ブレーキシステムの動作信頼性
が危険にさらされる

ブレーキシステムに関するすべ
ての作業は、専門スタッフに実
行を依頼してください。

BMW Motorrad ディーラーに
ブレーキシステムの点検を依頼
してください。
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フロントブレーキパッド厚を
点検します

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。

左右ブレーキパッド厚を目視点
検します。 目視点検方向 ：ホ
イールとフロントホイールガイ
ドの間を通って、ブレーキパッ
ド 1へ。

フロントブレーキパッド
の摩耗限度

1.0 mm (ライニングのみ（キャ
リアプレートなし）。 摩耗イン
ジケーター（溝） がはっきり
と確認できなければなりませ
ん。)

摩耗インジケーターがはっきり
と見えない場合 ：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損傷

ブレーキシステムの動作信頼性
を確実にするため、パッドの使

用限度厚を下回らないようにし
てください。

BMW Motorrad ディーラーに
ブレーキパッドの交換を依頼し
てください。

リヤブレーキパッド厚を点検
します

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。

ブレーキパッド厚を目視点検し
ます。 目視点検方向 ：後方か
らブレーキパッド 1 の内側。
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リヤブレーキパッドの摩
耗限度

1.0 mm (ライニングのみ（キャ
リアプレートなし）)

摩耗限度に達している場合 ：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損傷

ブレーキシステムの動作信頼性
を確実にするため、パッドの使
用限度厚を下回らないようにし
てください。

BMW Motorrad ディーラーに
ブレーキパッドの交換を依頼し
てください。

フロントブレーキフルードレ
ベルを点検する

警告

ブレーキフルードタンク内のブ
レーキフルードが少なすぎる
ブレーキシステム内のエアによ
るブレーキパワーの著しい低下

走行をすぐに調整して故障を解
決します。
ブレーキフルードレベルを定期
的に点検します。

センタースタンド装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター） スタンドで立て
ます。

センタースタンド非装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをまっ
すぐに立てます。

ハンドルバーを、 ブレーキフ
ルードリザーバータンクが水平
になるように調整します。

フロントブレーキフルードリ
ザーバータンク 1 のブレーキ
フルードレベルを読み取りま
す。

注意事項

ブレーキパッドが徐々に摩耗し
てゆくことによって、リザーバー
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タンクのブレーキフルードレベ
ルは下がってきます。

フロントブレーキフルー
ドレベル

ブレーキフルード、 DOT4

ブレーキフルードレベルが
MIN マークを下回らないよう
にしてください。 (ブレーキフ
ルードリザーバータンクが水
平になるように、 車両をまっ
すぐに立てます)

ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
できるかぎり早く故障の修理を
依頼してください。

リヤブレーキフルードレベル
を点検する

警告

ブレーキフルードタンク内のブ
レーキフルードが少なすぎる
ブレーキシステム内のエアによ
るブレーキパワーの著しい低下

走行をすぐに調整して故障を解
決します。
ブレーキフルードレベルを定期
的に点検します。

センタースタンド装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター） スタンドで立て
ます。

センタースタンド非装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをまっ
すぐに立てます。

リヤブレーキフルードリザー
バータンク 1 のブレーキフ
ルードレベルを読み取りま
す。

注意事項

ブレーキパッドが徐々に摩耗し
てゆくことによって、リザーバー
タンクのブレーキフルードレベ
ルは下がってきます。
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リヤブレーキフルードレ
ベル

ブレーキフルード、 DOT4

ブレーキフルードレベルが
MIN マークを下回らないよう
にしてください。 (ブレーキフ
ルードリザーバータンクが水
平になるように、 車両をまっ
すぐに立てます)

ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
できるかぎり早く故障の修理を
依頼してください。

クラッチ
クラッチの機能を点検する

クラッチレバーを操作しま
す。
はっきりと抵抗が感じられる必
要があります。

抵抗がはっきりと感じられない
場合 ：

BMW Motorrad ディーラーに
クラッチシステムの点検を依頼
してください。

クーラント
クーラントレベルを点検する

サイドスタンドを開き、 モー
ターサイクルの右側に出して立
てます。
モーターサイクルをまっすぐに
保持します。
センタースタンド装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ

ン（センター） スタンドで立て
ます。

注意

エンジンの過熱
火傷の危険

熱くなっているエンジンからは
離れていてください。
熱くなっているエンジンには触
れないでください。

リザーバータンク 1 のクーラ
ントレベルを読み取ります。
クーラントレベルはMIN マーク
とMAX マーク間にあります。
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クーラントレベルがMIN マーク
を下回っている場合 ：

クーラントを補充します。

クーラントを補充します
クーラントレベルを点検す
る( 118)。

クーラントリザーバータンクの
キャップ 1 を開き、 クーラン
トを規定レベルまで補充しま
す。
クーラントレベルを点検す
る( 118)。
クーラントリザーバータンクの
キャップ 1 を閉じます。

タイヤ
タイヤ充填圧を点検する

警告

タイヤ充填圧が不適切
モーターサイクルの走行特性が
悪化、 タイヤ耐用年数の減少

タイヤ充填圧が正しいか確認し
てください。

警告

垂直に取り付けられているバルブ
コアが高速走行時に勝手に開く
タイヤ空気圧の突然の喪失

ラバーシール付きバルブキャッ
プを使用し、しっかりと締め付
けます。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
タイヤ充填圧を、以下のデータ
を使用して点検します。

タイヤ充填圧（フロン
ト）

2.5 bar (タイヤ冷間時)

タイヤ充填圧（リヤ）

2.9 bar (タイヤ冷間時)
タイヤ充填圧が不十分な場合 ：

タイヤ充填圧を調整します。

リムとタイヤ
ホイールリムを点検する

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
ホイールリムに不良な部分がな
いか目視点検します。
ホイールリムが損傷した場合
は、BMW Motorrad ディーラー
に点検を依頼し、必要に応じて
交換してください。
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タイヤのトレッド溝の深さを
点検する

警告

著しく摩耗したタイヤでの走行
走行特性の悪化により、 事故に
至る危険

必要に応じて、法的に規定され
ているトレッドの最小残溝量に
達する前にタイヤを交換してく
ださい。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
タイヤのトレッド溝の深さを、
メインのトレッド溝で、摩耗イ
ンジケーターを使用して点検し
ます。

注意事項

摩耗インジケーターはタイヤご
とにメインのトレッド溝に設け
られています。 タイヤのトレッ
ド溝がインジケーターレベルに
まで達している場合は、タイヤが

完全に摩耗しています。 インジ
ケーターの位置は、 タイヤの縁
に TI、 TWI などのアルファベッ
トや矢印で示されています。

トレッドが最小残溝量に達して
いる場合 ：

当該タイヤを交換します。

ホイール
承認タイヤ
すべてのタイヤサイズに関
し て 、 特 定 の タ イ ヤ 製 品
がBMW Motorrad により検査
され、 走行安全性に優れてい
ると位置付けされています。
その他のタイヤに関しては、
BMW Motorrad ではその適合性
を評価できず、 走行安全性を保
証できません。
BMW Motorrad は 、
BMW Motorrad による検査済タ
イヤのみの使用を推奨します。
詳細についてはBMW Motorrad
ディーラーにお問い合わせいた

だくか、 下記ウェブサイトを参
照してください ：
bmw-motorrad.com

ホイールサイズがフレーム制
御システムに与える影響
ホイールサイズは、フレーム制御
システムABS およびASC/DTC に
おいて、 重要な役割を果たし
ます。 特にホイールの直径およ
び幅は、 必要となるすべての計
算のベースとしてコントロール
ユニットにメモリーされていま
す。 標準装備ホイール以外のホ
イールへの変更によりこのサイ
ズが変わると、 これらのシステ
ムの制御性に重大な影響が及ぶ
おそれがあります。
ホイール回転数検知に必要なセン
サーリングも、取り付けられてい
る制御システムに適合させる必
要があり、 交換はできません。
ご使用のモーターサイクルに他
のホイールを装着なさりたい場
合には、 事前にBMW Motorrad
ディーラーにご相談ください。
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コントロールユニットにメモリー
されているデータを、 新しいホ
イールサイズに適応させること
ができる場合もあります。

フロントホイールを取り外す
モーターサイクルを補助スタン
ドで立てます。 BMW Motorrad
は、BMW Motorrad リヤホイー
ルスタンドの使用をお勧めしま
す。
リヤホイールスタンドを取り付
ける( 112)。
センタースタンド装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ
ン（センター） スタンドで立て
ます。

ホイール回転数センサー用ケー
ブルをクランプ 1 および 2 か
ら外します。
ボルト 3 を外し、 ホイール回
転数センサーをボアから取り外
します。
リム周辺をマスキングテープな
どで保護し、 ブレーキキャリ
パーを取り外す際に、傷が付か
ないようにします。

重要事項

ブレーキパッドが意図せず押し
付け合わされる

ブレーキキャリパーの装着時また
はブレーキパッドの押し付け合
わせ時のコンポーネントの損傷

ブレーキキャリパーが外れて
いる（緩んでいる） 状態で、 ブ
レーキを操作しないでくださ
い。

左右ブレーキキャリパーの固定
ボルト 4 を取り外します。

ブレーキパッド 1 を、 ブレー
キキャリパー 2 を回転させ
て、 ブレーキディスク 3 に少
し押しつけます。
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ブレーキキャリパーを後方外側
へ慎重に引いて、ブレーキディ
スクから取り外します。

モーターサイクルを持ち上げ、
フロントホイールが妨げなく回
転できるようにします。 それ
には、 BMW Motorrad フロン
トホイールスタンドを使用する
のが最も良い方法です。
フロントホイールスタンドを取
り付けます( 110)。

アクスルクランプボルト 1 を
外します。

ボルト 1 を取り外します。
アクスルクランプボルト 2 を
外します。
アクスルシャフトをわずかに内
側に押し、アクスルシャフ右側
から手が届きやすいようにしま
す。

フロントホイールを保持しなが
ら、 アクスルシャフト 1 を引
き出します。
フロントホイールを下に置き、
フロントサスペンションから前
方へ転がして取り出します。
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スペーサーブッシュ 1 をホ
イールハブから取り出しま
す。

フロントホイールを取り付け
る

警告

当該シリーズに適合しないホイー
ルの使用
ABS およびASC/DTC による制御
介入時の機能障害

この章のはじめにある、ホイー
ルサイズがフレーム制御システ
ムABS およびASC/DTC に与え

る影響についての注意事項を確
認し、 遵守してください。

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締め
付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷または
緩み

締付けトルクの点検は、 必
ずBMW Motorrad ディーラー
に依頼してください。

ホイールハブ左側スペーサー
ブッシュ 1 を取り付けます。

重要事項

フロントホイールの取り付けが
回転方向と逆
事故の危険

タイヤまたはリム上にある回転
方向を示す矢印を確認し、遵守
してください。

フロントホイールをフロントホ
イールロケーションへ転がし入
れます。

フロントホイールを持ち上げ
て、 アクスルシャフト 1 を取
り付けます。
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フロントホイールスタンドを外
し、フロントフォークを数回、
強く圧縮します。 その際、 ブ
レーキレバーを操作してはいけ
ません。
フロントホイールスタンドを取
り付けます( 110)。

ボルト 1 を規定の締付けトル
クで取り付けます。 その際、
アクスルシャフトを右側に保持
します。

テレスコピックフォーク
内のアクスルシャフト

50 Nm

アクスルクランプボルト 2 を
締付けトルクで締め付けま
す。

アクスルホルダー内の固
定ボルト

締付け順序: 切換え中にボルト
を 6 回締め付ける

19 Nm

アクスルクランプボルト 1 を
締付けトルクで締め付けま
す。
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アクスルホルダー内の固
定ボルト

締付け順序: 切換え中にボルト
を 6 回締め付ける

19 Nm
フロントホイールスタンドを取
り外します。

左右ブレーキキャリパーをブ
レーキディスクに取り付けま
す。

左右の固定ボルト 4 を規定ト
ルクで締め付け、 取り付けま
す。

テレスコピックフォーク
のブレーキキャリパー

38 Nm
ホイールリムに貼られているマ
スキングテープなどをはがしま
す。

警告

ブレーキパッドがブレーキディ
スクに密着していない
ブレーキ作用の遅延によって事
故を起こす危険あり。

運転開始前には、ブレーキ作用
が遅延なくかかることを点検す
ること。

ブレーキパッドが密着するま
で、ブレーキを何度か操作しま
す。
ホイール回転数センサー用ケー
ブルをクランプ 1 および 2 に
組み込みます。
ホイール回転数センサーをボア
に組み込み、 ボルト 3 を取り
付けます。

ホイール回転数センサー
とフォーク

接合剤: マイクロカプセル加工
済またはボルト固定剤（中強
度） 使用

8 Nm

リヤホイールを取り外す
マフラーを動かす( 127)。
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ギヤを 1 速に入れます。
リヤホイールのボルト 1 を取
り外します。 その際、 ホイー
ルを保持します。
リヤホイールを後方へ転がして
取り外します。

リヤホイールを取り付ける

警告

当該シリーズに適合しないホイー
ルの使用
ABS およびASC/DTC による制御
介入時の機能障害

この章のはじめにある、ホイー
ルサイズがフレーム制御システ

ムABS およびASC/DTC に与え
る影響についての注意事項を確
認し、 遵守してください。

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締め
付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷または
緩み

締付けトルクの点検は、 必
ずBMW Motorrad ディーラー
に依頼してください。

リヤホイールをリヤホイールサ
ポートの上に載せます。

ホイールボルト 1 を規定の締
付けトルクで取り付けます。

リヤホイールとホイール
フランジ

締付け順序: 対角の順に締め付
ける

60 Nm
マ フ ラ ー を 取 り 付 け
る( 128)。
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マフラー
マフラーを動かす

注意

高温のエキゾーストシステム
火傷の危険

高温のエキゾーストシステムに
は触れないこと。

エンドマフラーを冷却しま
す。
モーターサイクルを適切なメイ
ン（センター） スタンドで立て
ます。 その際、 路面が平坦で
固くしっかりとしているか確認
してください。 BMW Motorrad
はBMW Motorrad リヤホイー
ルスタンドをお勧めします。
リヤホイールスタンドを取り付
ける( 112)。
センタースタンド装備 OE

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルをメイ

ン（センター） スタンドで立て
ます。

ボルト 1 を取り外します。
カバー 2 をホルダー 3 から引
き出し、 取り外します。

ナット 1 を外し、 クランプ 2
を少し緩めます。

ボルト 1 とワッシャー 2 を取
り外します。
マフラー 3 を反時計方向に回
します。
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マフラーを取り付ける

重要事項

ボルト締め付け部を誤った締め
付けトルクで締め付ける
ボルト締め付け部の損傷または
緩み

締付けトルクの点検は、 必
ずBMW Motorrad ディーラー
に依頼してください。

マフラー 3 を時計回りに回
し、リヤフットレストホルダー
に密着させます。
ボルト 1 およびクランプ 2 を
取り付けます。

マフラーとリヤフレーム

19 Nm

ナット 1（クランプ 2 の） を締
め付けます。

クランプとマフラーおよ
びエキゾーストマニホー

ルド

22 Nm

カバー 2 をホルダー 3 に取り
付けて組み込みます。
ボルト 1 を取り付けます。

バルブ
ロービーム／ハイビーム用バ
ルブを交換する

注意事項

コネクターやライトバルブの向
きは下記の図とは異なることが
あります。
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注意事項

ここでロービームの交換につい
て記載されている作業手順は、
ハイビームに関しても同様に適
用されます。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
イグニッションを OFF にしま
す。
ウインドシールドPure OE装備

ボルト 1 を取り外します。
その際、グロメット内のフラン
ジブッシュを紛失しないように
注意してください。

ウインドシールド 2 を取り外
します。

ボルト 2 を取り外し、カバー 1
の上部を少し引き出してから取
り外します。

ボルト 1 を 2 回転させて緩め
ます。

ボルト 1 を取り外し、 ヘッド
ライトを横方向へ旋回させるよ
うに動かします。
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キャッチフック 2 を少し押し
下げ、 カバー 1 をキャッチ
フック 2 から引いて取り外し
ます。

ロービーム用バルブ付きコネク
ター 1 を反時計回りに回して
取り外します。
ハイビーム用バルブ付きコネク
ター 2 を反時計回りに回して
取り外します。

ガラス面に汚れが付かないよう
にするため、バルブは乾いてい
るきれいなウエスを使用して取
り扱います。
バルブを持つときには、ガラス
面が汚れないように、 必ずソ
ケット部分を持ちます。
バルブ 3 をコネクター 1 から
引き出します。 その際、 ホル
ダー 2 がコネクターの上にと
どまっているように注意してく
ださい。

故障しているバルブを交換しま
す。
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ロービームのバルブ

H7 / 12 V / 55 W

ハイビーム用バルブ

H7 / 12 V / 55 W

ロービーム用バルブ付きコネク
ター 1 をライトハウジング内
に組み込み、時計回りに回しま
す。
ハイビーム用バルブ付きコネク
ター 2 をライトハウジング内

に組み込み、時計回りに回しま
す。

カバーを接続部 2 の下に組み
込み、 キャッチフック 1 の上
側を固定します。

ヘッドライトを元の位置に動か
し戻し、 ボルト 1 を取り付け
ます。

ヘッドライトとフロント
キャリア

19 Nm
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ボルト 1 を締め付けます。

ヘッドライトの調整エレ
メント

8 Nm

両キャッチフック 2 をホル
ダー 1 にクリップ留めしま
す。

カバー 1 下側をはめ、 ボル
ト 2 を取り付けます。

ウインドシールドPure OE装備

ウインドシールド 2 をセット
します。
ボルト 1 を取り付けます。
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ウインドシールドとホル
ダー

スポーツウインドシールド
装備 OE

または
ウインドシールドPure OE装
備

または
スポーツウインドシールド
装備 OA

または
ハイウインドシールド装
備 OA

4 Nm

ポジションライト／パーキン
グライト用バルブを交換する

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
イグニッションを OFF にしま
す。

ウインドシールドPure OE装備

ボルト 1 を取り外します。
その際、グロメット内のフラン
ジブッシュを紛失しないように
注意してください。
ウインドシールド 2 を取り外
します。

ボルト 2 を取り外し、カバー 1
を取り外します。

ボルト 1 を 2 回転させて緩め
ます。
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ボルト 1 を取り外し、 ヘッド
ライトを横方向へ旋回させるよ
うに動かします。

カバー 1 を引いて、 キャッチ
フック 2 から取り外します。

ソケット 1 をヘッドライトハ
ウジングから引き出します。
ガラス面に汚れが付かないよう
にするため、バルブは乾いてい
るきれいなウエスを使用して取
り扱います。

バルブ 1 をソケットから引き
出します。

故障しているバルブを交換しま
す。

ポジションライト／パー
キングライトバルブ

W5W / 12 V / 5 W

Headlight Pro 装備 OE

LED
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バルブ 1 をソケットにセット
します。

ソケット 1 をヘッドライトハ
ウジングに組み込みます。

カバーを接続部 2 の下に組み
込み、 キャッチフック 1 の上
側を固定します。

ヘッドライトを元の位置に動か
し戻し、 ボルト 1 を取り付け
ます。

ヘッドライトとフロント
キャリア

19 Nm

ボルト 1 を締め付けます。

ヘッドライトの調整エレ
メント

8 Nm
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両キャッチフック 2 をホル
ダー 1 にクリップ留めしま
す。

カバー 1 下側をはめ、 ボル
ト 2 を取り付けます。

ウインドシールドPure OE装備

ウインドシールド 2 をセット
します。
ボルト 1 を取り付けます。

ウインドシールドとホル
ダー

スポーツウインドシールド
装備 OE

または
ウインドシールドPure OE装
備

または
スポーツウインドシールド
装備 OA

または
ハイウインドシールド装
備 OA

4 Nm

フロント／リヤのウインカー
用バルブを交換する

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
イグニッションを OFF にしま
す。
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ボルト 1 を取り外します。

レンズのボルト固定側をライト
ハウジングから引いて外しま
す。

ガラス面に汚れが付かないよう
にするため、バルブは乾いてい
るきれいなウエスを使用して取
り扱います。
バルブ 1 を反時計回りに回し
てライトハウジングから取り外
します。

故障しているバルブを交換しま
す。

フロントウインカー用バ
ルブ

RY10W / 12 V / 10 W

LED ウインカー装備 OE

LED

リヤウインカー用バルブ

RY10W / 12 V / 10 W

LED ウインカー装備 OE

LED

バルブ 1 を時計回りに回し
て、ライトハウジングに取り付
けます。
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レンズ（車両側） をライトハウ
ジングにセットし、閉じます。

ボルト 1 を取り付けます。

ライセンスプレートライトの
バルブを交換する

フロントシートを取り外
す( 74)。
平坦で固くしっかりとした路面
に、 センタースタンドでモー
ターサイクルを立てます。

ボルト 1 を取り外します。

ボルト 2 を取り外し、 ライセ
ンスプレートベース用カバー 3
を取り外す。

ライセンスプレートライト 4
をライトハウジングから引き出
します。
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電球 5をソケットから取り外
す。

故障しているバルブを交換す
る。

ライセンスプレートライ
ト用バルブ

W5W / 12 V / 5 W
ガラスが汚れないように、必ず
汚れのない清潔な乾いたウエス
を使用してバルブをつかむこ
と。

バルブ 5 をソケットに差し込
む。

ライセンスプレートライト 4
をライトハウジングに差し込
む。

ライセンスプレートベースのカ
バー 3 を組み込み、 ボルト 2
を取り付ける。

ボルト 1 を取り付けます。
フロントシートを取り付け
る( 74)。
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LED テールライトを交換す
る
LED テールライトは、 アセンブ
リーでのみ交換することができ
ます。

この件につきましては、
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

LED ウインカーを交換する
LED ウインカー装備 OE

LED ウインカーはアセンブリー
でのみ交換可能です。

この件につきましては、
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

LED 補助ヘッドライトを交
換する

LED 補助ヘッドライト OA 装備

LED 補助ヘッドライトはアセン
ブリーでのみ交換可能です。

この件につきましては、
BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

始動補助

重要事項

モーターサイクルでジャンプス
タートを行う際の強すぎる電流
車両電装系の損傷やケーブルの
燃焼

モーターサイクルのジャンプス
タートは電源ソケットからでは
なく、必ずバッテリーターミナ
ルから行ってください。

重要事項

ジャンパーコードのターミナル
クランプと車両間の接触
ショートのおそれ

ジャンパーコードは完全に絶縁
されているターミナルクランプ
とともに使用してください。

重要事項

ジャンプスタートを 12 V より高
い電圧で行う
車両電装系の損傷

供給側車両のバッテリー電圧
が、 12 V であることを確認し
てください。

平坦で、固くしっかりとした路
面に、モーターサイクルを駐車
します。
バッテリーカバーを取り外
す( 143)。
ジャンプスタートを行う際、
バッテリーを車両電装システム
から外さないでください。
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保護キャップ 1 を取り除きま
す。
始動補助ケーブル ( 赤) を用い
て放電したバッテリーのバッテ
リープラスターミナル 2 を供
給側バッテリーのプラス極に接
続します。
ジャンパーコード（黒） の一方
の先端を供給側バッテリーのマ
イナスターミナルに接続しま
す。 その後、もう一方の先端を
放電したバッテリーのマイナス
ターミナル 3 に接続します。
ジャンプスタートを行っている
間、 供給側バッテリー車両の
エンジンを作動させておきま
す。

放電したバッテリー側の車両の
エンジンを、 通常の方法で始
動させます。 正常に始動しな
かった場合は、スターターと供
給側バッテリーの保護のため、
数分経ってから再始動させてく
ださい。
接続を外す前に、両車両のエン
ジンをそのまま数分間作動させ
ておいてください。
ジャンパーコードは、まずマイ
ナスターミナルから外し、その
後プラスターミナルから外しま
す。

注意事項

エンジンを始動するために、 ス
タートアシストスプレーや類似
の補助剤は使用しないでくださ
い。

保護キャップを取り付けま
す。
バッテリーカバーを取り付け
る( 145)。

バッテリー
メインテナンスに関する注意
正しいメインテナンス、 充電、
保管は、 バッテリーの寿命を延
ばし、 また、 保証のための前提
条件となります。
バッテリーの寿命を延ばすため
に、 以下のことに注意してくだ
さい ：

バッテリーの表面を、清潔で乾
いた状態に保つ。
バッテリーを開けない。
バッテリーに水を補充しな
い。
バッテリーの充電を行う場合
は、必ず、次ページ以降の注意
事項に従う。
バッテリーを逆さまにしな
い。

重要事項

車両エレクトロニクス（時計な
ど）により、接続されているバッ
テリーが放電する
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過放電、 それによる保証要件か
らの除外

4 週間以上、走行しない場合 ：
トリクルチャージャーをバッテ
リーに接続してください。

注意事項

BMW Motorrad では、 ご使用の
モーターサイクルの電子機器専用
にトリクルチャージャーを開発
しました。 このチャージャーを
使用すれば、車両を長期間使用し
ない場合でも、バッテリーを接続
した状態で充電しておくことが
できます。 詳しい情報につきま
しては、 BMW Motorrad ディー
ラーにお問合せください。

接続しているバッテリーを充
電する

重要事項

車両に接続されているバッテリー
をバッテリーターミナルで充電
車両電装系の損傷

充電前にバッテリーをバッテ
リーターミナルから接続を外し
てください。

重要事項

電源ソケットまたは補助コネク
ターを使用して、 完全に放電し
たバッテリーを充電する
車両電装系の損傷

完全に放電したバッテリー
（バッテリー電圧 < 9 V、 イグ
ニッション ON の状態でインジ
ケーターおよびマルチファンク
ションディスプレイが OFF の
まま） は、 常に、 直接、 接続
を外した バッテリーのターミ
ナルで充電してください。

重要事項

電源ソケットに接続されている、
不適切なバッテリーチャージャー
チャージャーおよび車両電装系
の損傷

適切なBMW チャージャーを
使用します。 対応する適切な

チャージャーはBMW Motorrad
ディーラーで入手することがで
きます。

接続しているバッテリーに電源
ソケットから充電します。

注意事項

バッテリーがフル充電されると、
車両の電子機器が検知します。
この場合、 電源ソケットの回路
は遮断されます。

チャージャーの取扱説明書に
従ってください。

注意事項

電源ソケットからバッテリーの
充電ができない場合、 使用され
たチャージャーがモーターサイ
クルの電子機器に適合していな
い可能性があります。 この場合
は、車両から分離したバッテリー
のターミナルから、 直接バッテ
リーを充電してください。
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外したバッテリーを充電する
適切なチャージャーを使用し
て、バッテリーを充電します。
チャージャーの取扱説明書に
従ってください。
充電が終了したら、 チャー
ジャーのターミナルクランプを
バッテリーターミナルから外し
ます。

注意事項

長期間車両を使用しない場合は、
バッテリーを定期的に充電する必
要があります。 その場合には、
そのバッテリーの取扱い規定に
従ってください。 また、 再使用
する前に必ずバッテリーをフル
充電してください。

バッテリーを取り外す

イグニッションを OFF にしま
す。
ボルト 1 を取り外します。
バッテリーカバー上部を 2 の
位置のところで、少し引っ張り
出します。
バッテリーカバーおよびサポー
トを損傷しないようにするた
め、 バッテリーカバーを 3 の
位置のところで上方へ取り外し
ます。

盗難警報装置（DWA） 装備 OE

必要に応じて、盗難警報装置を
OFF にします。

バッテリーマイナス配線 1 お
よびラバーバンド 2 を外しま
す。

ホールドプレートのポジショ
ン 1 を外側へ引いてから、
上方へ取り外します。
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バッテリーを少し持ち上げて、
プラスターミナルに手が届くよ
うになるところまで、ホルダー
から外します。

バッテリープラス配線 1 を外
し、 バッテリーを引き出しま
す。

バッテリーを取り付ける

注意事項

12 V バッテリーが誤って取り付
けられている場合、または極性に
誤りがある場合（ジャンプスター
トの場合など）、 オルタネーター
レギュレーター（電圧調整器） の

ヒューズが溶断するおそれがあ
ります。

バッテリープラス配線 1 を取
り付けます。
バッテリーを止め具にスライド
して入れます。

ホールドプレートをまずホル
ダー 1 に組み込み、 引き続き
ポジション 2 をバッテリーの
下に押し込みます。

バッテリーマイナス配線 1 を
取り付けます。
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バッテリーをラバーバンド 2
で固定します。

バッテリーカバーをホルダー 1
に組み込み、 ホルダー 2 に押
し入れます。

ボルト 1 を取り付けます。

時計を調整する( 58)。
日付設定( 59)。

ヒューズ
ヒューズを交換する

イグニッションを OFF にしま
す。
フロントシートを取り外
す( 74)。
コネクター 1 を外します。

重要事項

故障しているヒューズのバイパス
ショートや火災の危険

故障しているヒューズは交換し
てください。
故障ヒューズは新品のヒューズ
と交換してください。

故障しているヒューズをフュー
ズ一覧に従って交換します。

注意事項

ヒューズが頻繁に故障する場合
には、電装システムの点検を専門
の整備工場またはBMW Motorrad
ディーラーに依頼してくださ
い。

コネクター 1 を取り付けま
す。
フロントシートを取り付け
る( 74)。
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ヒューズ割当て

ヒューズホルダー 1

10 A (取り付け位置 1：メー
ターパネル、 盗難警報装置

（DWA）、 イグニッションス
イッチ、 メインリレー、 診断
コネクター)

7.5 A (取り付け位置 2：左コン
ビネーションスイッチ、 タイ
ヤ圧コントロール（RDC）、
ヨーレートセンサー)

ヒューズホルダー

50 A (ヒューズ 1: 電圧レギュ
レーター)

診断コネクター
診断コネクターを外す

注意

オンボード診断用の診断コネク
ターを外す方法に誤り
車両の機能障害

診断コネクターを外す場合は、
必ずBMW Service の間に依頼

するか、専門の整備工場または
その他の認定を受けた人物に依
頼してください。
適切な教育を受けた人物に作業
を依頼してください。
車両メーカーの規定を守ってく
ださい。

バッテリーカバーを取り外
す( 143)。

フック 1 を押し、 診断コネ
クター 2 を上方へ引き出しま
す。
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ロック 3 の両側を押します。
診断コネクター 2 を止め具 4
から外します。
診断および情報システム用イ
ンターフェースを診断コネク
ター 2 に差し込むことができ
ます。

診断コネクターの固定
診断および情報システム用イン
ターフェースを外します。

診断コネクター 2 を止め具 4
に差し込みます。
両側でロック 3 がかみ合いま
す。
止め具 4 をホルダー 1 に差し
込みます。

フック 5 がロックしたか確認
してください。
バッテリーカバーを取り付け
る( 145)。
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一般的な情報

注意

他社製品の使用
安全に関わる危険

BMW Motorrad では、 すべて
の他社製品について、 BMW 車
両において安全性の問題なく使
用できるかどうか判定すること
はできません。 国別仕様によ
り公的な許可が与えられている
場合にも、これは認められてい
ません。 それらのようなテス
ト／点検では、 常にBMW 車両
におけるすべての使用条件を考
慮に入れるということはでき
ず、そのため部分的に十分でな
いところがあります。
必ず、 BMW が BMW 車両用に
承認している部品およびアクセ
サリー製品のみご利用くださ
い。

部品およびアクセサリーは、
BMW により、 その安全性、 機
能、 適性に関する試験が実施さ

れています。 これらの製品につ
いては、 BMW が製造責任を保
証いたします。 承認されていな
い部品やアクセサリーにつきま
しては、 いかなる種類であれ、
BMW は責任を負いません。
変更を加える場合にはすべて、
必ず法規制に従ってください。
各国の道路交通法を遵守してく
ださい。
BMW Motorrad ディーラーは、
皆様がBMW 純正部品、 アクセサ
リー、 その他の製品を選択され
るにあたり、 専門的なアドバイ
スをいたします。
アクセサリーに関する詳しい情
報については、 以下を参照して
ください ：
bmw-motorrad.com/
accessories

電源ソケット
電装系機器の接続

電源ソケットに接続されている
機器は、イグニッション ON の
状態でのみ、作動させることが
できます。

ケーブルの取り回し
電源ソケットから追加装備機器
までのケーブルは、ライダーの
邪魔にならないように取り回し
てください。
ケーブルの取回しによって、
ステアリングアングルや走行
特性が制限されてはなりませ
ん。
ケーブルが挟み込まれないよう
にします。

自動停止
電源ソケットは、始動動作中に
自動的に OFF になります。
車両電装システムの負荷解除の
ため、 電源ソケットは、 イグ
ニッションを OFF にしてか
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ら 15 分以内に OFF になりま
す。 電流消費の少ない補助機
器は車両エレクトロニクスに
よって検知されない可能性があ
ります。 これらの場合、 イグ
ニッション OFF 後にしばら
く経ってから電源ソケットが
OFF に切り替わります。
バッテリー電圧が低すぎる場
合、 電源ソケットが OFF にな
り、車両のスタート特性を保持
します。
テクニカルデータに示されてい
る最大荷重容量を超過している
場合、 電源ソケットは OFF に
なります。

ケース
ケースを開きます

ツーリングケース OA 装備

キー 1 をポジションOPEN に
回します。
ロック解除レバー 2 (OPEN)

（灰） を上方へ引きながら、
同時にケースカバーを開けま
す。

ケースを閉じる
ツーリングケース OA 装備

キー 1 をポジションOPEN に
回します。
ケースカバーのキャッチ 2 を
ロック 3 の中に押し込みま
す。 何も挟まっていないこと
を確認します。
ロック解除レバー 4 (OPEN)

（灰） を上方へ引きながら、
同時にケースカバーを閉めま
す。
カバーがはまる音が聞こえま
す。
ケースロックのキー 1 を進行
方向へ回して抜き取ります。
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ケースを取り外します
ツーリングケース OA 装備

キー 1 をポジションRELEASE
に回します。

ロ ッ ク 解 除 レ
バー 1（RELEASE）（黒） を引

き上げながら、ケースを外側へ
引きます。
続いてケースを下側のマウント
から持ち上げて外します。

ケースを取り付けます
ツーリングケース OA 装備

キー 1 をポジションRELEASE
に回します。

ケースをケースホルダー 1 に
組み込み、ストップ位置までマ
ウントサポート 2 の方へ動か
します。
ロ ッ ク 解 除 レ
バー 3（RELEASE）（黒） を引
き上げながら、ケースを上側サ
ポート 2 に押し込みます。
ロ ッ ク 解 除 レ バ ー 3
RELEASE（黒） を押し下げ、
しっかりとかみ合わせます。
ケースロックのキーを進行方向
へ回して抜き取ります。
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最大積載荷重および最高速度
ケース内の注意ラベルに記載さ
れている最大積載荷重および最
高速度を遵守してください。
車両にケースを組み合わせた場
合についてステッカーに記載さ
れていない場合には、 最寄り
のBMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。
ここに記載されている組み合わ
せについては、 下記の値が適用
されます ：

ケースを装着して走行す
る場合の最高速度

max 180 km/h

ケースごとの積載荷重

max 10 kg

確実な固定
ツーリングケース OA 装備

ケースがぐらついたり、 取り付
けにくい場合には、 上下のマウ
ントサポート間の間隔を調整す
る必要があります。

警告

不適切に取り付けられているケー
ス。
走行安全性が損なわれる。

ケースはぐらぐらしないよう、
遊びのない状態で固定しなけれ
ばなりません。 長期間使用し
て遊びが生じた場合には、ホル

ダーフックを改めて調整してく
ださい。

それには、 ケース内部にあるボ
ルト 1 を使用してください。

トップケース
トップケースを開きます

トップケース装備 OA
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トップケースロックのキーを位
置 1 に回します。

ロックシリンダー 1 を前へ押
します。
ロック解除レバー 2 が飛び出
します。

ロック解除レバーを完全に引き
上げます。
トップケースリッドを開けるこ
とができます。

トップケースを閉じる
トップケース装備 OA

ロック解除レバー 1 を完全に
引き上げます。
トップケースリッドを押したま
ま保持します。 中身が挟まっ
ていないか確認します。

注意事項

ロックがポジションLOCK にあ
る場合、トップケースが閉じるこ

ともあります。 この場合、 車両
キーがトップケースにあること
を確認します。

ロック解除レバー 1 を、 しっ
かりとはまるまで押し下げま
す。
トップケースロックのキーを、
ポジション LOCK に回して引
き抜きます。

トップケースを取り外す
トップケース装備 OA
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トップケースロックのキーをポ
ジション 1 に回します。
キャリングハンドルが飛び出し
ます。

キャリングハンドル 1 を完全
に引き上げます。

トップケース後部を持ち上げ、
ラゲッジラックから引いて外し
ます。

トップケースを取り付ける
トップケース装備 OA

警告

不適切に取り付けられているトッ
プケース
走行安全性の低下

トップケースにがたつきがあっ
てはならず、遊びなしでしっか
りと固定されていなければなり
ません。

キャリングハンドルを完全に引
き上げます。

トップケースをラゲッジラック
に固定します。 フック 1 が、
対応するサポート 2 に確実
にかみ合っているか確認しま
す。
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キャリングハンドル 1 を、
はまる音がするまで押し下げま
す。

トップケースロックのキーをポ
ジション 1 に回し、 引き抜き
ます。

最大積載荷重および最高速度
トップケース内の注意ラベルに記
載されている最大積載荷重および
最高速度を遵守してください。
車両にトップケースを組み合わ
せた場合についてステッカーに
記載されていない場合には、最寄
りのBMW Motorrad ディーラー
にお問い合わせください。
ここに記載されている組み合わ
せについては、 下記の値が適用
されます ：

Vario トップケース積載
で走行時の最高車速

max 180 km/h

トップケースの積載荷重

max 5 kg

ナビゲーションシステム
ナビゲーションシステムを
しっかりと取り付ける

ナビゲーションシステム用取付
けキット装備 OE

ナビゲーションシステム装
備 OA

注意事項

ナビゲーション取り付けキット
は、 BMW Motorrad Navigator
IV お よ び BMW Motorrad
Navigator V に適合していま
す。

注意事項

Mount Cradle のロックシステム
に盗難からの保護機能はありま
せん。
走行後には毎回、 ナビゲーショ
ンシステムを取り外し、 安全な
ところに保管してください。
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車両キー 1を反時計回りに回
す。
シャットオフ ロック 2を完全
に左へ引く。
ロック 3を押し込む。
Mount Cradle がロック解除さ
れ、 カバー 4 を回転動作で前
方へ取り外すことができる。

ナビゲーションシステム 1 を
下部領域に組み込み、回転動作
で後方へ回す。
ナビゲーションシステムは音
が聞こえるようにロックされ
る。
シャットオフ ロック 2を右へ
スライドさせる。
ロック 3が掛けられる。
車両キー 4 を時計回りに回し
ます。
ナビゲーションシステムが固定
され、車両キーを抜き取ること
ができる。

ナビゲーションシステムを取
り外し、カバーを取り付ける

ナビゲーションシステム用取付
けキット装備 OE

ナビゲーションシステム装
備 OA

重要事項

Mount Cradle の接触部の塵埃
や汚れ
接触部の損傷

走行後には毎回、カバーを再度
取り付けてください。

車両キー 1を反時計回りに回
す。
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シャットオフ ロック 2を完全
に左へ引く。
ロック 3がロック解除される。
ロック 3を完全に左へスライド
させる。
ナビゲーションシステム 4が
ロック解除される。
ナビゲーションシステム 4を倒
す動作で下方へ取り外す。

カバー 1を下部領域に組み付
け、 回転動作で上方へ回す。
カバーを音が聞こえるように
ロックする。
シャットオフ ロック 2を右へ
スライドさせる。

車両キー 3 を時計回りに回し
ます。
カバー 1が固定される。

ナビゲーションシステムを操
作する

ナビゲーションシステム用取付
けキット装備 OE

ナビゲーションシステム装
備 OA

注意事項

以下の説明はNavigator V に関す
るものです。 Navigator IV は記載
されているすべての機能を有す
るものではありません。

注意事項

BMW Motorrad コミュニケー
ションシステムの最新バージョン
のみがサポートされます。 場合
により、 BMW Motorrad コミュ
ニケーションシステム用のソフト
ウェア更新が必要です。 その場

合には、 BMW Motorrad ディー
ラーにお問い合わせください。

BMW Motorrad Navigator が取り
付られている場合、 いくつかの
機能はMulti-Controller を使用し
てハンドルバーから直接操作す
る事ができます。

Multi-Controller の操作は、 6 つ
の動作でできます ：

上下に回す。
左右に短押しします。
左右に長押しします。
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Multi-Controller を回すと、コンパ
スページおよびMediaplayer ペー
ジで、 Bluetooth 経由で接続され
ているBMW Motorrad コミュニ
ケーションシステムの音量が上
がります／下がります。
BMW スペシャルメニューで、
Multi-Controller を回すことによ
り、メニュー項目を選択します。

Multi-Controller を左右に短押し
すると、 Navigator のメインペー
ジが切り替わります ：

地図表示部
コンパス
Mediaplayer
BMW スペシャルメニュー
ご使用のモーターサイクルの
ページ

Multi-Controller を長押しするの
は、 Navigator ディスプレイで特
定の機能を作動させるのと同じで
す。 この機能は、 該当するタッ
チパッドの上側に左矢印または
右矢印で示されています。

この機能は右方向へ長押
しすることにより起動しま

す。

この機能は左方向へ長押
しすることにより起動しま

す。

それぞれ以下の機能が操作でき
ます ：
地図表示部

上方向へ回す ：地図表示部を
拡大する（Zoom in）。
下方向へ回す ：地図表示部を
縮小する（Zoom out）。

コンパスのページ
回 す こ と に よ り 、
Bluetooth 経由で接続されて
いるBMW Motorrad コニュニ
ケーションシステムの音量が上
がります／下がります。

BMW スペシャルメニュー
前回のナビゲーションアナウン
スを繰り返します。
ウェイポイント ：現在位置をお
気に入りとして保存します。
ホーム ：自宅住所へのナビゲー
ションを開始します（自宅住所
が設定されていない場合にはグ
レー表示になっています）。
ミュート ：自動ナビゲーショ
ンアナウンス OFF または ON

（OFF：ディスプレイ内の最上
段に線で消されたリップマー
クが表示されます）。 ナビゲー
ションアナウンスはその後「ア
ナウンスする」を介してアナウ
ンス可能になります。 他のす
べての音声出力は ON のままで
す。
表示を OFF にする ：ディスプ
レイを OFF にします。
自宅に電話する ：ナビゲーター
に登録されている自宅電話番号
に電話します（接続されている
電話があるときにのみ作動）。

9
159

ア
ク
セ
サ
リ

ー



迂回 ：迂回機能を ON にします
（アクティブになっているルー
トがあるときにのみ作動）。
ジャンプ ：次のウェイポイン
トをジャンプします（そのルー
トにウェイポイントがある場合
にのみ作動）。

ご使用のモーターサイクル
回す ：表示されているデータ
数を変更します。
ディスプレイ上のデータ欄を軽
く押すことにより、データの選
択用メニューが開きます。
選択用に表示されている値は、
取り付けられているオプション
装備品により異なります。

注意事項

Mediaplayer の 機 能 は 、
Bluetooth 機器（A2DP 規格準
拠） の使用時にのみ利用可能で
す（BMW Motorrad コミュニケー
ションシステムなど）。

Mediaplayer
左方向へ長押しする ：前のト
ラックを再生します。
右方向へ長押しする ：次のト
ラックを再生します。
回 す こ と に よ り 、
Bluetooth 経由で接続されて
いるBMW Motorrad コニュニ
ケーションシステムの音量が上
がります／下がります。

警告メッセージおよび指示
メッセージ

ナビゲーションシステム装
備 OA

モーターサイクルの警告および
指示表示は、 対応するマーク 1
と共に、 地図表示部の左上に表
示されます。

注意事項

BMW Motorrad コミュニケー
ションシステムが接続されてい
る場合、 警告 1 件につきさらに
注意音が 1 つ鳴ります。

複数のアクティブな警告メッセー
ジがある場合には、 メッセージ
数が三角形の警告マークの下側
に表示されます。
三角形の警告マークをクリック
すると、2 個以上のメッセージが
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ある場合に、 すべての警告メッ
セージを掲載したリストが開き
ます。
メッセージを 1 個選択すると、
さらに詳しい情報が表示されま
す。

注意事項

すべての警告について詳細な情報
を表示することはできません。

特別機能
ナビゲーションシステム装
備 OA

BMW Motorrad Navigator の統合
により、 Navigator 取扱説明書
の記載に異なる箇所が出ていま
す。

燃料残量警告
フューエルレベル表示用の設定
は使用できません。 燃料残量警
告は車両からNavigator に伝送さ
れるからです。 メッセージがア
クティブになっている場合には、

メッセージの上をクリックする
ことにより、 次のガソリンスタ
ンドが表示されます。

時刻表示と日付
時刻表示と日付は、 Navigator か
らモーターサイクルに伝送され
ます。 このデータのメーターパ
ネルへの伝送は、 メーターパネ
ルのSETUP メニューで作動しま
す。

セキュリティ設定
BMW Motorrad Navigator V で
は、 4 桁の PIN により、 第三者
による操作から保護することが
できます（Garmin Lock）。 この機
能がアクティブになると、 ナビ
ゲーターが車両に取り付けられ
ていてイグニッションが ON の
間に、ライダーに対して、この車
両を保護されている車両のリス
トに追加するかどうか確認がな
されます。 この問いに対して「は
い」 で確定すると、 Navigator が
車両識別番号を登録します。

車両識別番号は 5 つまで登録す
ることができます。
これらの車両の 1 台でイグニッ
ションを ON にすることにより、
Navigator が ON になります。
これで PIN 入力は必要なくなり
ます。
Navigator が ON の状態で車両か
ら取り外されると、 安全上の理
由から PIN の確認が開始されま
す。

画面の輝度
取り付けられている状態で、画面
の輝度がモーターサイクルによ
り設定されます。 マニュアル入
力は必要ありません。
自動設定は、 ご希望に応じ
てNavigator 内のディスプレイ設
定で OFF にすることができま
す。
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ケア用品
BMW Motorrad は、ご使用になる
洗剤やケア用品をBMW Motorrad
ディーラーでお求めになる
ことをお勧めします。 BMW
CareProducts（BMW ケア製品）
は、 原料の点検確認および研究
機関における製品のテストや試
用点検が行われており、 あなた
の車両に使用されているマテリ
アルのお手入れと保護を最適に
行います。

重要事項

不適切な洗剤およびケア用品の
使用
車両部品の損傷

ニトロ希釈液、コールドクリー
ナー、ガソリン、アルコールを
含んだクリーナーなどを使用し
ないでください。

洗車
BMW Motorrad は、 ペイントに
付着している昆虫や硬化した汚れ
などを、 洗車の前にBMW 専用ク
リーナーで柔らかくして洗い流
しておくことをお勧めします。
しみができるのを避けるため、
強い直射日光にさらされた直後
や日向での洗車は行わないでく
ださい。
特に冬季の間は、 洗車をより頻
繁に行ってください。
路面に散布された塩を除去する
ため、走行後は、直ちにモーター
サイクルを冷水で洗車します。

警告

車両を水洗いしたり、水たまりの
中を通過したり、雨の日に走行し
た後の、水分の付着したブレーキ
ディスクおよびブレーキパッド
ブレーキの効きの低下、 事故を
起こす危険

ブレーキディスクおよびブレー
キパッドが乾いた状態でブレー

キがかけられるようになるまで
は、早めにブレーキングしてく
ださい。

重要事項

温水による塩の作用の増大
腐食

散布された塩を除去するに
は、必ず冷水を使用してくださ
い。

重要事項

高圧クリーナーやスチームジェッ
ト機器の高い水圧による損傷
ラベル、 シーリング、 油圧式ブ
レーキシステム、 電装系および
シートの腐食、 ショートまたは
損傷

高圧ジェットやスチームクリー
ナーは慎重に使用してくださ
い。

10
164

お
手
入
れ



損傷しやすい車両部品の
お手入れ
プラスチック

重要事項

不適切な洗剤の使用
プラスチック表面の損傷

アルコールや溶剤、 研磨剤を
含んだクリーナーは使用しない
でください。
虫取りスポンジや表面の硬いス
ポンジは使用しないでくださ
い。

フェアリング部
フェアリング部は、 水とBMW プ
ラスチックケア製品とを使用し
て清掃してください。

プラスチック製ウインドシール
ドおよびカバーレンズ、センター
フェアリングのメタルプレート
汚れや昆虫を、 柔らかいスポン
ジと水を大量に使用して除去し
てください。

注意事項

硬化した汚れや昆虫などの付着
は、 湿らせた布などをかぶせて
柔らかくしてください。

水とスポンジのみを使用し
た洗浄。

化学洗剤は使用しないでく
ださい。

クローム
クロームメッキ部分は、特に塩の
作用を受けた際には、 大量の水
と BMW シャンプーで慎重に清
掃してください。 さらに処置を
施す場合には、 クロームポリッ
シャーを使用してください。

ラジエター
ラジエターは、 定期的に清掃し
てください。 冷却が不十分なた
めに起こるエンジンのオーバー
ヒートを避けるためです。
園芸用ホースなどを使い、 低い
水圧で清掃してください。

重要事項

ラジエタープレートを折り曲げる
ラジエタープレートの損傷

清掃の際に、ラジエタープレー
トを折り曲げないように注意し
てください。

ラバー部品
ラバー部品の清掃には、 水また
は BMW ラバークリーナーを使
用してください。

重要事項

ラバーシールのお手入れにシリ
コンスプレーを使用
ラバーシールの損傷
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シリコンスプレーやシリコンを
含んだケア製品を使用しないで
ください。

塗装のお手入れ
定期的に洗車を行うことにより、
塗装部分に長期間にわたって影
響を与え、 ペイントを損傷する
原因となる物質を除去すること
ができます。 特に、 大気汚染が
激しい地域や、 樹脂や花粉など
が付着するような地域を走行し
た場合などに効果的です。
特に侵食性の高い物質は、直ちに
除去してください。 ペイントの
損傷や変色を引き起こすおそれ
があります。 侵食性の高い物質
には、 こぼれたフューエルやオ
イル、 グリース、 ブレーキ液、
鳥のふんなどがあります。 これ
らには、 BMW ポリッシャーまた
はBMW 塗装クリーナーの使用を
お勧めします。
ペイントの表面仕上げに付着して
いる汚れは、洗車後に特に見えや
すくなります。 このような汚れ

は、クリーニング用ベンジンまた
はアルコールを清潔な布や綿球
などに含ませて、直ちに除去して
ください。 BMW Motorrad は、
タール系の汚れには、 BMW ター
ルリムーバーの使用をお勧めし
ます。 その後、 その箇所のペイ
ントを保護コーティングなどで
保護します。

保護コーティング
水滴が水玉にならなくなったら、
塗装の防錆処理をしなければな
りません。
BMW Motorrad は、 ペイント保
護コーティング用に、 BMW ワッ
クス、あるいは、カルナバワック
スまたは合成ワックスを含むコー
ティング剤をお勧めします。

長期保管
洗車します。

モーターサイクルを満タンにし
ます。

バ ッ テ リ ー を 取 り 外
す( 143)。
ブレーキレバーおよびクラッチ
レバー、センタースタンドベア
リングとサイドサポートベアリ
ングに対応の潤滑油を吹き付け
ます。

金属部品やクロームめっき部
品に、 中性のグリース（ワセリ
ン） を塗布し、 保管します。

モーターサイクルは、両ホイー
ルに負荷がかかっていない状態
にして、乾燥した空間に保管し
ます（BMW Motorrad 推奨フロ
ントホイール、リヤホイールス
タンドを使用することをお勧め
します）。

再使用
表面に塗布されている保護
用コーティングを取り除きま
す。
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洗車を行います。
バ ッ テ リ ー を 取 り 付 け
る( 144)。
チェックリストを確認し、遵守
する( 84)。
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トラブルシューティング
エンジンが始動しない。

原因 修理

サイドスタンドが出ていて、 ギヤが入っている サイドスタンドを格納します。

ギヤが入っていて、 クラッチを切っていない ギヤをニュートラルに入れるか、 クラッチを切り
ます。

燃料が入っていない 給油手順 ( 92)。

バッテリーが空になっている 接続しているバッテリーを充電する ( 142)。

スターターに対する過熱保護が作動した。 スター
ターを稼働させる時間は制限されています。

スターターが使用できるようになるまで約 1 分間
冷却します。
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ネジ止め部
フロントホイール 数値 有効

テレスコピックフォークのブレーキ
キャリパー

M10 x 65 38 Nm

テレスコピックフォーク内のアクス
ルシャフト

M20 x 1.5 50 Nm

アクスルホルダー内の固定ボルト

M8 x 35 締付け順序: 切換え中にボルトを 6 回締め付
ける

19 Nm

リヤホイール 数値 有効

リヤホイールとホイールフランジ

M10 x 1.25 x 40 締付け順序: 対角の順に締め付ける

60 Nm
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ミラーアーム 数値 有効

ミラー（ロックナット）とアダプター

M10 x 1.25 左ねじ、 22 Nm

アダプターとクランプ台

M10 x 14 - 4.8 25 Nm

ハンドルバー 数値 有効

クランプ台（ハンドルバークランプ）
とフォークブリッジ

M8 x 35 締付け順序: 進行方向でブロック前側にしっ
かりと取り付ける

19 Nm

M8 x 30 締付け順序: 進行方向でブロック前側にしっ
かりと取り付ける

ナビゲー
ションシス
テム用取付
けキット装
備 OE

または
NAV 取付
けキット装
備 OA

19 Nm
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燃料

推奨フューエルグレード 無鉛プレミアムガソリン（ハイオク）(最大 10％エ
タノール、 E10)
95 ROZ/RON
89 AKI

燃料品質の選択肢 無鉛レギュラーガソリン （出力および燃費の制
約。 エンジンに低燃料品質 91 RON を使用する
国などでは、 それに合わせてモーターサイクルを
BMW Motorrad ディーラーで事前にプログラミン
グする必要があります。)
91 ROZ/RON
87 AKI

フューエル容量 約 18 l

フューエルリザーブ容量 約 4 l
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エンジンオイル

エンジンオイル容量 max 4 l、 フィルター交換時

規格 SAE 5W-40、 API SL / JASO MA2、 添加剤（例
えばモリブデンベースのもの） は許可されて
いません。 コーティングされているエンジン部
品が損傷するためです、 BMW Motorrad では、
BMW Motorrad ADVANTEC Ultimate オイルを推
奨しています。

エンジンオイル補充量 max 0.95 l、 MIN とMAX 間の偏差

BMW recommends

エンジン

エンジン番号位置 クランクハウジング下部右側、 スターター下部

エンジン型式 122EN

エンジン型式 空冷／水冷 2 気筒 4 ストロークボクサーエンジ
ン、スパーギヤ駆動 DOHC、バランサーシャフト
装備

排気量 1170 cm3

シリンダーボア 101 mm

ピストンストローク 73 mm
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圧縮比 12.5:1

最高出力 92 kW、 エンジン回転数: 7750 min-1

出力減少装備 OE 79 kW、 エンジン回転数: 7750 min-1

最大トルク 125 Nm、 エンジン回転数: 6500 min-1

出力減少装備 OE 122 Nm、 エンジン回転数: 5250 min-1

最高回転数 max 9000 min-1

アイドリング回転数 1150 min-1、 エンジン作動温度時

排ガス基準 ヨーロッパ仕様 4

クラッチ

クラッチの仕様 マルチプレート湿式クラッチ、 アンチホッピング
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ギヤボックス

ギヤボックスの仕様 常時噛み合い式ヘリカルギア 6 速トランスミッ
ション

ギヤ比 1.000（60:60 丁）、 一次減速比
1.650（33:20 丁）、 ギヤボックスインプットギヤ
比
2.438（39:16 丁）、 1 速
1.714（36:21 丁）、 2 速
1.296（35:27 丁）、 3 速
1.059（36:34 丁）、 4 速
0.943（33:35 丁）、 5 速
0.848（28:33 丁）、 6 速
1.061（35:33 丁）、 トランスミッションアウト
プットギヤ比
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リヤホイールドライブ

リヤホイールドライブタイプ ベベルギヤ付きシャフトドライブ

リヤサスペンション型式 BMW Motorrad パラレバー付アルミキャストシン
グルスイングアーム

リヤホイールドライブのギヤレシオ 2.818（31/11 丁）

フレーム

フレーム型式 スチールチューブフレームとドライブユニット、
スチールパイプリヤフレーム

型式プレートの位置 左フロントフレームとステアリングヘッド

車両識別番号の位置 右フロントフレームとステアリングヘッド
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シャシー

フロントホイール

フロントサスペンション型式 倒立テレスコピックフォーク

スプリングトラベル（フロント） 140 mm、 フロントホイールのところで

リヤホイール

リヤサスペンション型式 BMW Motorrad パラレバー付アルミキャストシン
グルスイングアーム

リヤサスペンション型式 コイルスプリング付きセントラルスプリングスト
ラット、 調整式リバウンドダンピングおよびスプ
リングプリロード

Dynamic ESA OE装備 コイルスプリング付きセンタースプリングスト
ラット、 電子調整式ダンピングおよびスプリング
プリロード

スプリングトラベル（リヤホイール） 140 mm
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ブレーキ

フロントホイール

フロントブレーキ型式 4 ピストンラジアルブレーキキャリパーを搭載し
た油圧式ダブルディスクブレーキ。 ブレーキディ
スクはフローティングマウント式

フロントブレーキパッドの材質 焼結合金

リヤホイール

リヤブレーキ型式 2 ピストンフローティングキャリパーを装備した
油圧式ディスクブレーキ。 ブレーキディスクはリ
ジッドマウント

リヤブレーキパッドの材質 焼結合金
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ホイールとタイヤ

承認タイヤ 最 新 の 承 認 タ イ ヤ の 一 覧 に つ い て は 、
BMW Motorrad ディーラーにお問い合わせいただ
くか、 ウェブサイトbmw­motorrad.com をご覧く
ださい。

タイヤ速度カテゴリー（フロント／リヤ） W、 少なくとも下記の値以上が必要: 270 km/h

フロントホイール

フロントホイールの仕様 アルミニウムキャストホイール

フロントホイールリムサイズ 3.5" x 17"

タイヤサイズ（フロント） 120/70 - ZR 17

タイヤ荷重指数（フロント） min 58

フロント軸荷重（空車時） 131 kg

許容軸荷重（フロント） max 180 kg

フロントホイールのアンバランスの許容値 max 5 g
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リヤホイール

リヤホイールの仕様 アルミニウムキャストホイール

リヤホイールリムサイズ 5.5" x 17"

タイヤサイズ（リヤ） 180/55 - ZR 17

タイヤ荷重指数（リヤ） min 73

許容軸荷重（リヤ） max 300 kg

リヤホイールのアンバランスの許容値 max 45 g

タイヤ充填圧

タイヤ充填圧（フロント） 2.5 bar、 タイヤ冷間時

タイヤ充填圧（リヤ） 2.9 bar、 タイヤ冷間時
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電装システム

電源ソケットの定格電気負荷 max 5 A、 すべての電源ソケット（合計）

ヒューズホルダー 1 10 A、 取り付け位置 1：メーターパネル、 盗難警
報装置（DWA）、 イグニッションスイッチ、 メイ
ンリレー、 診断コネクター
7.5 A、 取り付け位置 2：左コンビネーションス
イッチ、タイヤ圧コントロール（RDC）、ヨーレー
トセンサー

ヒューズホルダー 50 A、 ヒューズ 1: 電圧レギュレーター

バッテリー

バッテリー型式 AGM（Absorbent Glass Mat） バッテリー

バッテリー電圧 12 V

バッテリー容量 12 Ah

スパークプラグ

スパークプラグのメーカーおよび名称 NGK LMAR8D-J

スパークプラグの電極ギャップ 0.8±0.1 mm、 新品時の状態
1.0 mm、 摩耗限度
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バルブ

ハイビーム用バルブ H7 / 12 V / 55 W

ロービームのバルブ H7 / 12 V / 55 W

ポジションライト／パーキングライトバルブ W5W / 12 V / 5 W

Headlight Pro 装備 OE LED

テールライト／ブレーキライトバルブ LED

フロントウインカー用バルブ RY10W / 12 V / 10 W

LED ウインカー装備 OE LED

リヤウインカー用バルブ RY10W / 12 V / 10 W

LED ウインカー装備 OE LED
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盗難警報装置

再使用時に ON になるまでの時間 約 30 s

アラーム継続時間 約 26 s

バッテリータイプ CR 123 A

寸法

全長 2165 mm、ライセンスプレートベースの上で測定

全高 1300 mm、 ミラーから測定、 DIN 空車重量

全幅 880 mm、 ミラー含む

フロントシート高さ 790 mm、 ライダー非乗車時（DIN 空車時）

フロントローシート装備 OE 760 mm、 ライダー非乗車時（DIN 空車時）

運転席シートハイタイプ装備 OE 820 mm、 ライダー非乗車時（DIN 空車時）

ライダーステップアーチレングス 1780 mm、 ライダー非乗車時（空車時）

フロントローシート装備 OE 1720 mm、 ライダー非乗車時（空車時）

運転席シートハイタイプ装備 OE 1835 mm、 ライダー非乗車時（空車時）
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重量

空車重量 232 kg、 車両重量（走行可能状態、 燃料満載時の
90 %、 オプション非装備）

許容総重量 450 kg

最大積載荷重 218 kg

性能

最高速度 >200 km/h
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リサイクリング
二輪車を廃棄する場合は？
最寄りの「廃棄二輪車取扱店」
のBMW Motorrad ディーラーに
ご相談ください。
廃棄二輪車取扱店とは（社） 全国
軽自動車協会連合会の登録販売
店で、 広域廃棄物処理指定業指
定店として登録されている廃棄
二輪車取扱店です。 廃棄二輪車
を適正処理するための窓口であ
り、 店頭に「廃棄二輪車取扱店の
証」 が表示されています。

廃棄二輪車取扱店の証

リサイクル料金と二輪車リサ
イクルマーク
リサイクル料金は廃棄二輪車を
適正な処理を行い、 再資源化す
る費用です。
リサイクルマーク（3 cm × 3 cm）
が車体（シートの下） に貼付され
ているBMW Motorrad は、 リサ
イクル費用がメーカー希望小売
価格に含まれておりますので、
再資源化に必要なリサイクル料
金はいただきません。
ただし、運搬および収集費用は含
まれておりませんので、 お客様
から廃棄二輪車取扱店、 および

指定引取所迄の運搬および収集
費用はお客様負担となります。
尚、運搬および収集費用は、依頼
する廃棄二輪車取扱店にお問い
合わせください。
また、 お客様の都合で二輪車リ
サイクルシステムを活用されな
い場合に於いても、 リサイクル
料金は返還いたしません。

シート下のフレーム等に貼付し
ています。
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二輪車リサイクルマークの取
扱い
二輪車を廃棄する際は、 二輪車
リサイクルマークが必要となり
ます。
リサイクルマークは車体から剥が
さないでください。 尚、 紛失、
破損による再発行、 部品販売の
取扱いはございません。
リサイクルマークの剥がれ等に
より、リサイクルマーク付車両か
否か不明の場合は、（財） 自動車
リサイクル促進センターのホー
ムページおよび二輪車リサイク
ルコールセンターでご確認くだ
さい。

廃棄二輪車に関するお問合せ
について
廃棄二輪車に関するお問い合わ
せは、 最寄りの「廃棄二輪車取
扱店」 のBMW Motorrad ディー
ラーまたは下記の二輪車コールセ
ンターまでお問合せください。

（財） 自動車リサイクル促進セン
ター内

二輪車リサイクルコールセン
ター
電話番号 03-3598-8075
インターネット ：www.jarc.or.jp

BMW Motorrad サービス
BMW Motorrad は広範囲にわた
るディーラーネットワークによ
り、 世界 100 カ国以上で、 お客
様およびご使用のモーターサイク
ルのためのサービスを提供して
います。 BMW Motorrad ディー
ラーは、 ご使用のBMW モーター
サイクルにおいて、あらゆるメイ
ンテナンスおよび修理作業を確実
に行うための技術情報および技
術的ノウハウを備えています。
最寄りのBMW Motorrad ディー
ラーは下記のインターネットサ
イトでご確認いただけます ：
bmw-motorrad.com

警告

不適切に行われたメインテナン
スや修理作業
損傷による事故の危険

BMW Motorrad では、 モー
ターサイクルに関する作業
はBMW Motorrad ディーラー
に依頼することをお勧めしま
す。

ご使用のBMW モーターサイクル
が常に最適な状態に保たれている
ようにするため、BMW Motorrad
は、 規定のメインテナンスイン
ターバルを遵守することをお勧
めします。
実施すべきメインテナンスおよ
び修理作業については、 本書の

「サービス」 の章でご確認くださ
い。 保証期間が満了した後で修
理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが絶対的な必要条件にな
ります。
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BMW サービスの内容につきま
しては、 BMW Motorrad ディー
ラーにおたずねください。

BMW Motorrad モバイル
サービス
BMW Motorrad の新車は、
万が一のトラブル発生時に
はBMW Motorrad エマージェン
シーサービスによる各種のサー
ビスを受けることができます（モ
バイルサービス、 現場で対応可
能な範囲での応急処置、 車両の
回送など）。
エマージェンシーサービスの詳細
につきましては、BMW Motorrad
ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

メインテナンス作業
BMW 納車前点検（PDI）
BMW 納車前点検（PDI） は、
車両をお客様にお渡しする前
に、 BMW Motorrad ディーラー
によって実施されます。

BMW 初回点検

初回点検の実施

500...1200 km

BMW サービス
BMW サービスは 1 年に 1 度実
施されます。 サービス項目は車
両使用年数および走行距離数に応
じて異なります。 BMW Motorrad
ディーラーがお客様にサービス
の実施を確認し、 次回のサービ
ス時期を登録します。
1 年間にかなりの距離を走行す
る車両に関しては、 場合によっ
ては登録されている時期以前に
サービスを実施する必要があり

ます。 この場合、 該当する最長
走行距離が一般整備記録に追記
されます。 次回のサービス時期
の前にこの走行距離に達した場
合は、 予定を早めてサービスを
実施する必要があります。
マルチファンクションディスプ
レイのサービス表示により、登録
日の約 1 カ月前または登録距離
の約 1000 km 前に、 次のサービ
スの時期が近づいていることが
示されます。

サービスに関する詳しい情報に
ついては、 以下を参照してくだ
さい ：
bmw-motorrad.com/service

車両に必要なサービス範囲は、
下記のメインテナンススケジュー
ルで確認できます ：
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メインテナンススケジュー
ル
1 BMW 慣らし運転（オイル

交換を含む）
2 BMW サービス標準範囲
3 エンジンオイルを交換する

（フィルター交換時）
4 ベベルギヤのオイル交換
5 バルブクリアランスを点検

する
6 すべてのスパークプラグを

交換する
7 エアフィルターエレメント

を交換する
8 テレスコピックフォークの

オイル交換
9 システム全体のブレーキフ

ルードを交換する
a 1 年 に 1 回 ま た は

10000 km ごと（どちらか
先に該当したもの）

b 2 年 に 1 回 ま た は
20000 km ごと ( どちらか
先に該当したもの)

c 初回は 1 年後、 その後は
2 年ごと 12
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メンテナンスの確認
BMW Service 標準範囲
以下は、 BMW Service 標準範囲の活動が記載されています。 車両に該当するサービス範囲は、 実際には
異なる場合があります。

BMW Motorrad 故障診断装置を使用して、 車両テストを実施する
油圧式クラッチシステムの目視点検
ブレーキライン、 ブレーキホース、 接続箇所の目視点検を行う
フロントブレーキパッドおよびブレーキディスクの摩耗の有無を点検する
フロントブレーキフルードレベルを点検する
リヤブレーキパッドおよびブレーキディスクの摩耗の有無を点検する
リヤブレーキフルードレベルを点検する
ステアリングヘッドベアリングを点検する
クーラントレベルを点検する
サイドスタンドがスムーズに動くか点検する
タイヤトレッド溝の深さおよびタイヤ充填圧を点検する
ライトおよび信号装置を点検する
エンジン始動抑止機能の機能点検
走行安全性／機能のチェックを含む最終検査
サービス時期およびサービス用残余走行距離を設定する
バッテリーの充電状態を点検する
車載書類に記載されているBMW サービスについて確認します
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BMW 納車前点検
実施済み

日付

押印、 署名

BMW 初回点検
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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BMW サービス
実施済み

日付
距離 km

次回サービス
最長期限
日付
または最短
距離 km

押印、 署名

実施済みの作業
はい なし

BMW サービス

エンジンオイルおよびフィルターの交
換
リヤベベルギヤ内のオイル交換
バルブクリアランスの点検
全スパークプラグ交換
エアクリーナーエレメント交換
テレスコピックフォークのオイル交換
ブレーキシステム全体のブレーキフ
ルード交換

注意
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サービスの確認
この表は、 メンテナンス作業、 修理作業、 取り付けられた特別付属品、 および実施された特別活動の確
認のために利用できます。

実施済みの作業 距離 km 日付
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実施済みの作業 距離 km 日付 12
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FCC Approval

Ring aerial in the 
ignition  switch

To verify the authorization 
of the ignition key, the 
electronic immobilizer 
exchanges information with 
the ignition key via the ring 
aerial.

This device complies with 
Part 15 of the FCC rules. 
Operation is subject to the 
following two conditions:
(1) This device may not    

cause harmful inter-
ference, and 

(2) this device must accept 
any interference 
received, including 
interference that may 
cause undesired 
operation. 

Any changes or modifi-
cations not expressly 

approved by the party 
responsible for compliance 
could void the user’s 
authority to operate the 
equipment. 



Approbation de 
la FCC

Antenne annulaire 
présente dans le 
commutateur d'allumage

Pour vérifier l'autorisation 
de la clé de contact, le 
système d'immobilisation 
électronique échange des 

informations avec la clé de 
contact via l'antenne 
annulaire.
Le présent dispositif est 
conforme à la partie 15 
des règles de la FCC. Son 
utilisation est soumise aux 
deux conditions suivantes :
(1) Le dispositif ne 

doit pas produire 
d'interférences 
nuisibles, et 

(2) le dispositif doit 
pouvoir accepter toutes 
les interférences 
extérieures, y compris 
celles qui pourraient 
provoquer une 
activation inopportune. 

Toute modification 
qui n'aurait pas été 

approuvée expressément 
par l'organisme responsa-
ble de l'homologation peut 
annuler l'autorisation 
accordée à l'utilisateur pour 
utiliser le dispositif. 



Certifications  
 
BMW Keyless Ride ID Device 
 

 
 
USA, Canada 
 

Product name: BMW Keyless Ride ID Device 
FCC ID: YGOHUF5750 
IC: 4008C-HUF5750 

  
 
 

Canada: 
Operation is subject to the following two 
conditions: 
(1) This device may not cause harmful interference, 
and 
(2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause 
undesired operation. 
 
USA: 
This device complies with Part 15 of the FCC rules. 
Operation is subject to the following two 
conditions: 
(1) This device may not cause harmful interference, 
and 
(2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause 
undesired operation. 
 

Any changes or modifications not expressly 
approved by the party responsible for 

compliance could void the user’s authority to 
operate the equipment.



Declaration Of Conformity  
 
We declare under our responsibility that the product 

BMW Keyless Ride ID Device (Model: HUF5750) 
camplies with the appropriate essential requirements of the article 3 of the R&TIE and the other relevant 
provisions, when used for its intended purpose. Applied Standards: 
 

1. Health and safety requirements contained in article 3 (1) a) 
• EN 60950-1:2006+A11:2009+A1:2010+A12:2011; Information technology equipment- Safety 

2. Protection requirements with respect to electromagnetic compatibility article 3 (1) b) 
• EN 301 489-1 (V1 .9.2, 09/2011 ), Electromagnetic compatibility and radio spectrum matters (ERM); 

Electromagnetic compatibility (EMC) standard for radio equipment and services;  
Part 1: Common technical requirements 

• EN 301 489-3 (V1.4.1, 08/2002) Electromagnetic compatibility and radio spectrum matters (ERM); 
Electromagnetic compatibility (EMC) standard for radio equipment and services; Part 3: Specific conditions for short 
range devices (SRD) operating on frequencies between 9 kHz and 40 GHz 

3. Means of the efficient use of the radio frequency spectrum article 3 (2) 
• EN 300 220-1 & -2 (V2.4.1, 05/2012), electromagnetic compatibility and radio spectrum matters (ERM); Short 

range devices (SRD); Radio equipment tobe used in the 25 MHz to 1000 MHz frequency range with power Ieveis 
ranging up to 500 mW;  
Part 1: Technical characteristics and test methods. 
Part 2: Harmonized EN covering essential requirements under article 3.2 ofthe R&TIE directive 

 

The product is Iabeted wilh the CE marking: 

Velbert, October 15th, 2013 

 

Benjamin A. Müller 
 

Product Development Systems 
Car Access and Immobilization – Electronics 
Huf Hülsbeck & Fürst GmbH & Co. KG 
Steeger Straße 17, D-42551 Velbert 
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インジケーター／警告灯, 36
技術情報, 98
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操作する, 64
操作部, 15
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Keyless Ride
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る, 47
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る, 47
警告表示, 30, 31
ステアリングロックをロックす
る, 46
タンクキャップをロック解除す
る, 93, 94
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テムEWS, 48
無線キーの紛失, 48
無線キーバッテリーが空になっ
ている, 49

P
Pre-Ride-Check, 85

R
Rider's Manual

車両における位置, 14
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アクセサリー

一般的な情報, 150

安全に関する注意事項
ブレーキ, 89
ライディングにあたって, 82

い
イグニッション

OFF にする, 45
ON にする, 44

イグニッションキルスイッチ, 17
操作する, 50

インジケーター／警告灯, 18
全体図, 20

う
ウインカー

操作する, 53
操作部, 15

え
エアクリーナー

車両内の位置, 13
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エンジン
エンジンコントロール警告表
示, 32
エンジン電装用警告灯, 32
始動, 85
テクニカルデータ, 174

エンジンオイル
エンジンオイルレベル警告表
示, 33
オイルレベル注意, 40
充填レベルを点検する, 112
注入口, 13
テクニカルデータ, 174
フルードレベル表示, 13
補充する, 113

エンジン温度
異常高温用警告表示, 31

エンジン回転数表示, 18
エンジン始動ロック

警告表示, 30
スペアキー, 45, 48

お
オドメーターとトリップメーター

リセットする, 56

か
外気温度

表示, 40
路面凍結警告, 30

型式プレート
車両における位置, 13

き
キー, 44, 46
記号と意味, 6
ギヤチェンジ

シフトアップ推奨, 41
ギヤボックス

テクニカルデータ, 176
給油, 92, 93

Keyless Ride 装備, 94

く
クーラント

異常高温用警告表示, 31
充填レベルを点検する, 118

クラッチ
機能を点検する, 118
テクニカルデータ, 175
ハンドルレバーを調整する, 77

グリップヒーター
操作する, 72
操作部, 17

クルーズコントロール
操作する, 70

け
警告灯, 18

全体図, 20
警告表示

ABS, 36
エンジンオイルレベル, 33
エンジン温度, 31
エンジンコントロール, 32
エンジン始動ロック, 30
エンジン電装, 32
ギアが学習されていない, 38
サービス, 36
電圧不足, 34
盗難警報装置, 36
バッテリー充電電圧, 35
バルブの故障, 34
表示, 25
フューエルリザーブ容量, 38
冷却水温警告灯, 31
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路面凍結警告, 30
警告表示一覧, 26
ケース, 151

こ
コンビネーションスイッチ

左側面, 15
右側面, 17

さ
サービス, 189

警告表示, 36
サービス表示, 39
サスペンション

テクニカルデータ, 178

し
シート

高さ調整の位置, 14
脱着する, 73
ロッキングハンドル, 11

始動, 85
操作部, 17

始動補助, 140
シフトアシスト, 88

ギアが学習されていない, 38

車両識別番号
車両における位置, 13

重量
積載荷重一覧, 14
テクニカルデータ, 185

仕様（諸元）
エンジン, 174
エンジンオイル, 174
規格, 7
ギヤボックス, 176
クラッチ, 175
サスペンション, 178
重量, 185
スパークプラグ, 182
寸法, 184
電装システム, 182
盗難警報装置, 184
燃料, 173
バッテリー, 182
バルブ, 183
ブレーキ, 179
フレーム, 177
ホイールとタイヤ, 180
リヤホイールドライブ, 177

ショックアブソーバー
調整エレメント（リヤ） , 11
調整する, 79

診断コネクター
固定する, 147
緩める, 146

す
ステアリングロック

ロックする, 44
スパークプラグ

仕様（諸元） , 182
スピードメーター, 18
スプリングプリロード

調整エレメント（リヤ） , 13
調整する, 78

寸法
テクニカルデータ, 184

せ
全体図

インジケーター／警告灯, 20
シート下, 14
左 コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ
チ, 15
左側面図, 11
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マルチファンクションディスプ
レイ, 22, 23, 24
右 コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ
チ, 17
右側面図, 13
メーターパネル, 18

そ
走行モード

技術情報, 104
操作部, 17
調整する, 68

装備, 7

た
タイヤ

最高速度, 83
充填圧, 181
充填圧表, 14
推奨, 120
タイヤ空気圧を点検する, 119
テクニカルデータ, 180
トレッドの溝の深さを点検す
る, 119, 120
慣らし走行, 88

ち
チェックリスト, 84
駐車, 91

つ
ツールキット

車両における位置, 14
内容, 110

て
電源ソケット

車両における位置, 13
使用上の注意, 150

電装システム
テクニカルデータ, 182

と
盗難警報装置

警告表示, 36
操作する, 61
表示灯, 18

時計
調整する, 58

トップケース
操作する, 153

トラブルシューティング, 170
トルク, 171

な
慣らし走行, 87

に
荷物

積載に関する注意, 82

ね
燃料

Keyless Ride 装備の場合の給
油, 94
給油する, 92, 93
注入口, 11
テクニカルデータ, 173
燃料品質, 92
リザーブ容量, 39

は
パーキングライト, 52
ハザードランプ

操作する, 53
操作部, 15, 17

バッテリー
仕様（諸元） , 182
接続しているバッテリーを充電
する, 142
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取り付ける, 144
取り外す, 143
外 し た バ ッ テ リ ー を 充 電 す
る, 143
バ ッ テ リ ー 充 電 電 圧 警 告 表
示, 35
バッテリー電圧不足用警告表
示, 34
メ イ ン テ ナ ン ス に 関 す る 注
意, 141

バルブ
LED テ ー ル ラ イ ト を 交 換 す
る, 140
LED 補助ヘッドライト, 140
ウインカー, 136
仕様（諸元） , 183
パーキングライト, 133
ハイビーム, 128
ラ イ セ ン ス プ レ ー ト ラ イ
ト, 138
ライトバルブの故障用警告表
示, 34
ロービーム, 128

ひ
ヒューズ

交換する, 145
テクニカルデータ, 182

ふ
フォローミーホームライト, 44,

52
フューエルリザーブ容量

警告表示, 38
ブレーキ

ABS Pro の詳細, 100
ABS Pro は 走 行 モ ー ド に 対
応, 90
安全に関する注意事項, 89
機能を点検する, 114
テクニカルデータ, 179
ハンドルレバーを調整する, 78

ブレーキパッド
慣らし走行, 88
フロントを点検する, 115
リヤを点検する, 115

ブレーキフルード
フロント充填レベルを点検す
る, 116
フロントリザーバータンク, 13
リ ヤ 充 填 レ ベ ル を 点 検 す
る, 117
リヤリザーバータンク, 13

フレーム
テクニカルデータ, 177

フロントホイールスタンド
取り付ける, 110

へ
平均値

リセットする, 56
ヘッドライト

光軸, 76
光軸の調整, 11

ほ
ホイール

サイズ変更, 120
テクニカルデータ, 180
フロントホイールを取り付け
る, 123
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フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 取 り 外
す, 121
ホイールリムを点検する, 119
リ ヤ ホ イ ー ル を 取 り 付 け
る, 126

ホーン, 15
本書の記述について, 7

ま
マフラー

マフラーを動かす, 127
マフラーを取り付ける, 128

マルチファンクションディスプ
レイ, 18
全体図, 22, 23, 24
操作する, 55
操作部, 15
表示を選択する, 54
マルチファンクションディスプ
レイ表示を選択する, 54

み
ミラー

調整する, 76

め
メインテナンス

一般的な情報, 110
メ イ ン テ ナ ン ス ス ケ ジ ュ ー
ル, 193

メ イ ン テ ナ ン ス ス ケ ジ ュ ー
ル, 190

メーターパネル
周囲輝度センサー, 18
全体図, 18

メンテナンスの確認, 194

も
モーターサイクル

お手入れ, 163
固定する, 95
再使用する, 166
清掃する, 163
駐車, 91
長期保管, 166

モバイルサービス, 190

ら
ライト

LED 補助ヘッドライトを操作
する, 52
操作部, 15
パーキングライト, 51, 52
ハイビームヘッドライトを操作
する, 51
パ ッ シ ン グ ラ イ ト を 操 作 す
る, 51
フォローミーホームライト, 52
ロービーム, 51

り
リサイクリング, 188
リモートコントロール

バッテリーの交換, 49
リヤホイールスタンド

取り付ける, 112
リヤホイールドライブ

テクニカルデータ, 177
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ご購入いただきました車両の装
備、アクセサリー、仕様は、本書
の説明や図と異なる場合があり
ます。 これらについてのクレー
ムはご容赦ください。
本書に記載されている寸法、 重
量、 燃費、 性能などのデータに
は、 一般に認められている許容
誤差が含まれています。
デザイン､装備､アクセサリーな
どは、 製品を改良するために予
告なく変更することがあります｡
印刷の誤りや誤字、脱字に起因す
るクレームはご容赦ください。

© 2017 Bayerische Motoren
Werke Aktiengesellschaft
80788 München、 Germany
本書はその全部について、たとえ
一部であっても、BMW Motorrad
After Sales から書式による承諾
を得た場合を除き、 転載や複製
することは禁じられています。
オリジナル Rider´s Manual、
Printed in Germany



燃料補給用データ ：

燃料

推奨フューエルグレード 無鉛プレミアムガソリン（ハイオク） (最大 10％エタノー
ル、 E10)
95 ROZ/RON
89 AKI

燃料品質の選択肢 無鉛レギュラーガソリン （出力および燃費の制約。 エン
ジンに低燃料品質 91 RON を使用する国などでは、 それ
に合わせてモーターサイクルを BMW Motorrad ディー
ラーで事前にプログラミングする必要があります。)
91 ROZ/RON
87 AKI

フューエル容量 約 18 l

フューエルリザーブ容量 約 4 l

タイヤ充填圧

タイヤ充填圧（フロント） 2.5 bar、 タイヤ冷間時

タイヤ充填圧（リヤ） 2.9 bar、 タイヤ冷間時

ご使用の車両に関するさらに詳しい情報については、 次のウェブサイト
を参照してください ：bmw­motorrad.com

BMW recommends

P/No.: 01 40 8 404 928
07.2017、 5th edition、 08

*01408404928*
*01408404928*
*01408404928*
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